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研
究
論
文十

九
世
紀
長
崎
南
画
壇
の
片
影

―
―
鉄
翁
祖
門
の
山
水
画
と
縮
図
冊

王
　
紫
沁

給
人
足
︑
治
平
の
日
久
し
け
れ
ば
漸
く
文
教
に
嚮
う
︑
し
か
の
み
な
ら
ず
清
商
は
内
に

風
雅
を
崇
尚
し
︑
詩
若
し
く
は
書
画
を
善
く
す
る
者
は
往
々
に
し
て
航
っ
て
来
る
︒（﹂

（﹃
竹
田
荘
詩
話
﹄︑
一
八
一
〇
年
自
序
（
と
︑
長
崎
に
お
け
る
風
流
の
繁
栄
ぶ
り
を

記
し
て
い
た
︒
唐
通
事
の
遊ゆ
う

竜
り
ゆ
う

梅ば
い

泉せ
ん

か
ら
始
ま
り
︑
長
年
の
間
︑
長
崎
文
化
人

と
交
信
し
て
い
た)

（
(

竹
田
は
︑
文
政
九
年
（
一
八
二
六
（︑
五
十
歳
の
と
き
に
長
崎

を
訪
れ
︑
一
年
ほ
ど
滞
在
し
た
︒
さ
ら
に
竹
田
は
﹃
竹
田
荘
師
友
画
録
﹄（
一
八

三
三
年
成
（
に
お
い
て
︑
長
崎
で
交
わ
っ
た
文
人
・
画
人
を
十
五
人
も
記
録
し

て
お
り
︑﹁
長
崎
派
﹂
の
構
成
を
示
し
て
い
る
︒

　
二
十
世
紀
初
期
に
書
か
れ
た
美
術
史
︑
例
え
ば
藤
岡
作
太
郎
の
﹃
近
世
絵
画

史
﹄（
一
九
〇
三
年
刊
（
や
梅
澤
精
一
の
﹃
日
本
南
画
史
﹄（
一
九
一
九
年
刊
（
に

も
︑
竹
田
が
提
示
し
た
分
派
の
構
図
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
︒
梅
澤
精
一
は
長

は
じ
め
に

　
田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
︱
一
八
三
五
（
は
︑﹃
山
中
人
饒
舌
﹄（
一
八
三
五
年

刊
（
で
﹁
又
有
称
漢
画
者
︑
亦
分
数
派
︑
曰
京
派
︑
曰
摂
派
︑
曰
江
戸
派
︑
曰

長
崎
派
︑
一
長
一
短
互
有
得
失
（
又
は
漢
画
と
称
す
る
も
の
有
り
︑
亦
た
数
派
を
分

つ
︑
曰
く
京
派
︑
曰
く
摂
派
︑
曰
く
江
戸
派
︑
曰
く
長
崎
派
︑
一
長
一
短
︑
互
い
に
得

失
が
有
る
（﹂（
書
き
下
し
文
は
筆
者
作
成
︑
以
下
同
（
と
︑
長
崎
派
と
い
う
概
念
を

提
示
し
た
︒
か
つ
て
竹
田
は
﹁
長
崎
鎮
︑
華
夷
通
交
転
貨
処
︑
故
土
民
富
饒
︑
家

給
人
足
︑
治
平
日
久
︑
漸
嚮
文
教
︑
加
之
清
商
内
崇
尚
風
雅
︑
善
詩
若
書
画
者

往
々
航
来
（
長
崎
鎮
は
華
夷
が
通
交
し
て
転
貨
の
処
︑
故
に
土
民
は
富
饒
な
り
︑
家
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崎
に
つ
い
て
︑﹁
崋
山
︑
竹
田
︑
椿
山
の
殁
後
は
︑
殊
に
芸
苑
の
中
心
と
為
り
︑

昔
日
の
盛
観
を
来
し
︑
笈
を
長
崎
に
負
ひ
︑
従
遊
す
る
者
頗
る
多
か
り
き
﹂
と

高
く
評
価
し
て
い
た（

（
（

︒
し
か
し
な
が
ら
︑﹁
長
崎
派
﹂
の
内
実
が
明
ら
か
に
さ
れ

な
い
ま
ま
︑
こ
の
四
派
分
け
の
画
壇
構
図
は
後
の
南
画
の
衰
弱
に
つ
れ
て
︑
次

第
に
江
戸
・
京
︑
す
な
わ
ち
二
中
心
と
︑
中
央
︱
地
方
の
構
図
に
収
斂
し
て

い
っ
た
︒

　
戦
後
︑
自
由
な
気
質
を
重
ん
じ
る
南
画
研
究
で
は
︑
明
清
画
に
忠
実
な
画
風

を
低
く
評
価
す
る
傾
向
が
見
え
る
︒
黄
檗
美
術
と
南な
ん

蘋ぴ
ん

派は

が
見
直
さ
れ
る
今
日

で
も
︑
長
崎
南
画
の
研
究
は
全
体
的
に
不
振
で
あ
り
︑
郷
土
史
外
部
か
ら
の
関

心
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
も
言
え
る
︒
近
世
の
明
清
画
受
容
に
お
け
る
長
崎
の
位

置
付
け
は
対
外
交
流
の
窓
口
と
し
て
定
着
し
て
い
る
が
︑
長
崎
で
は
ど
の
よ
う

な
書
画
活
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
か
︑
そ
の
詳
細
は
い
ま
だ
に
不
明
な
と
こ
ろ

が
多
い
︒

　
本
論
は
こ
の
問
題
を
念
頭
に
置
き
︑
長
崎
南
画
三
筆
の
一
人
で
あ
る
鉄
翁
祖

門
に
焦
点
を
当
て
る
︒
鉄
翁
の
美
術
活
動
を
考
察
す
る
こ
と
を
通
し
て
︑
長
崎

南
画
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
︑
そ
こ
か
ら
近
世
の
画
壇
構
造
を
見
直
す
視
点
を

提
供
し
た
い
︒

　
鉄
翁
の
先
行
研
究
で
は
︑
郷
土
史
研
究
の
成
果
と
し
て
永
見
徳
太
郎
﹃
長
崎

の
美
術
史
﹄（
一
九
二
七
年
刊（

（
（

（︑
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄（
一
九
三
四

年
脱
稿（

（
（

（
が
挙
げ
ら
れ
る
︒
渡
辺
庫
輔
の
未
刊
手
稿
﹃
祖
門
鉄
翁
﹄﹃
鉄
翁
門

人
﹄（
年
代
不
明
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（
に
は
鉄
翁
に
ま
つ
わ
る
史
料
が
多

く
収
め
ら
れ
︑
ま
た
そ
れ
ら
に
基
づ
く
﹃
鉄
翁
逸
雲
梧
門
梅
泉
墨
酣
年
譜
﹄（
年

代
不
明
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（
が
最
初
で
唯
一
の
年
譜
で
あ
り
︑
鉄
翁
研

究
の
基
礎
資
料
と
な
る
︒
他
に
︑
個
別
の
研
究
も
散
見
さ
れ
る（

（
（

︒
さ
ら
に
郷
土

史
の
外
か
ら
の
関
心
と
し
て
︑
鶴
田
武
良
に
よ
る
書
簡
と
作
品
の
紹
介
が
あ
る（

（
（

︒

　
こ
の
よ
う
に
︑
鉄
翁
の
経
歴
に
ま
つ
わ
る
資
料
は
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
の
︑

そ
の
画
業
の
全
貌
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
に
十
分
に
研
究
さ
れ
て
い
な
い
︒
そ
の

た
め
本
論
で
は
︑
鉄
翁
の
画
風
の
変
遷
︑
及
び
そ
の
背
景
と
な
る
書
画
鑑
賞
・

学
習
の
内
容
に
着
目
し
︑
彼
の
制
作
活
動
を
全
般
的
に
考
察
す
る
︒

一
、
鉄
翁
祖
門
の
生
涯
と
名
声

　
鉄
翁
俗
姓
は
日
高
︑
幼
名
は
三
五
良
︑
名
は
祖
門
︒
通
称
鉄
翁
祖
門
ま
た
は

日
高
鉄
翁
︒
鉄
翁
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
（
二
月
十
日
︑
長
崎
銀
屋
町
に
あ
る

貧
し
い
紺
屋
に
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（
（

︒
銀
屋
町
で
幼
年
時
代
を
過
ご
し

た
後
︑
日
高
家
は
磨
屋
町
に
引
っ
越
し
た
ら
し
い（

（
（

︒
寛
政
十
三
年
（
一
八
〇
一
（

正
月
︑
父
日
高
勘
左
衛
門
が
他
界
し
た（

（
（

︒
僅
か
十
一
歳
の
三
五
良
は
翌
月
︑
元

号
が
享
和
と
改
ま
っ
て
か
ら
呉
楓
山
（
一
七
九
四
︱
一
八
三
一（

（1
（

（
の
斡
旋
に
よ
っ

て
臨
済
宗
建
仁
寺
派
の
華
嶽
山
春
徳
寺
第
十
六
代
住
持
玄
翁
和
尚
に
入
門
し
た
︒

法
名
は
妙
玄
で
あ
る（

（1
（

︒

　
文
政
二
年
（
一
八
一
九
（
八
月
︑
玄
翁
の
示
寂
に
よ
っ
て
看
坊
と
な
り
︑
翌
年
︑

三
十
歳
で
春
徳
寺
第
十
七
代
住
持
と
な
っ
た（

（1
（

︒
継
席
の
た
め
︑
鉄
翁
は
京
都
に
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上
っ
た
︒
そ
の
前
に
︑
石
崎
融
思
が
鉄
翁
に
送
っ
た
︽
華
岳
山
小
景
図
︾（
長
崎

歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（
の
題
に
は
﹁
華
岳
山
主
妙
玄
沙
︑
今
兹
庚
辰
暮
春
︑
遇
謁

于
京
師
之
本
山
︑
将
秉
法
旆
焉
（
華
岳
山
主
妙
玄
沙
（
門
（︑
今
兹
庚
辰
暮
春
︑
京

師
の
本
山
に
于
い
て
遇
謁
し
︑
将
に
法
旆
を
秉
せ
ん
と
す
（﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
︒

建
仁
寺
の
達
書
に
は
﹁
文
政
三
庚
辰
五
月
初
五
日 

鉄
翁
座
元
﹂
と
記
し
て
お
り（

（1
（

︑

ま
た
﹃
続
長
崎
実
録
大
成
﹄
で
は
﹁
十
七
代 

祖
門 

文
政
二
卯
年
ヨ
リ
文
政
三

辰
年
マ
デ 

看
坊
壱
年 

後
鉄
翁
ト
改（

（1
（

﹂
と
あ
る
か
ら
︑
着
任
の
際
に
法
号
を

﹁
鉄
翁
﹂
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
そ
し
て
同
年
の
秋
に
描
い
た
︽
水
墨
山
水

図
︾﹇
春
徳
寺
蔵
︑
図
（
﹈（
四
十
頁
（
に
は
早
く
も
鉄
翁
の
款
を
使
い
始
め
て

い
る
︒
ち
な
み
に
春
徳
寺
境
内
に
あ
る
鉄
翁
禅
師
碑
の
塔
銘
（
一
八
八
八
︑
菊
池

純
撰
（
に
は
﹁
禅
師
初
喜
鉄
門
鉄
舟
之
画
蘭
︑
因
号
曰
鉄
翁
（
禅
師
初
め
て
鉄

門
・
鉄
舟
の
蘭
画
を
喜こ

の

み
︑
そ
れ
ゆ
え
号
は
鉄
翁
と
曰
く
（﹂
と
︑
水
墨
画
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
る
南
北
朝
時
代
の
臨
済
宗
の
高
僧･

鉄
舟
徳
済
（
？
︱
一
三
六

六
（
を
鉄
翁
が
慕
っ
て
こ
の
号
に
し
た
と
記
し
て
い
る
が
︑
こ
の
説
の
出
所
は

不
明
で
あ
る
︒
鉄
翁
の
号
は
他
に
蓮
舟
︑
華
岳
主
人
な
ど
が
あ
る
が
︑
作
品
の

落
款
に
は
﹁
鉄
翁
﹂
が
圧
倒
的
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
﹁
華
岳
鉄
道

人
﹂（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
︽
山
水
図
︾︑
一
八
二
四
（︑﹁
妙
言
﹂（
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
蔵
︽
西
山
記
︾︑
一
八
二
五
（﹇
図
（
﹈（
四
十
一
頁
（
な
ど
も
見
え
る
︒

　
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
（︑
鉄
翁
は
三
十
年
間
務
め
た
春
徳
寺
住
持
を
六
十
歳

で
退
任
し
︑
同
五
年
（
一
八
五
二
（
か
ら
春
徳
寺
の
末
寺
東
淵
山
雲
龍
寺
に
隠
居
︑

画
禅
三
昧
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
︒
明
治
改
元
の
際
に
春
徳
寺
に
戻
り
︑
明
治

四
年
（
一
八
七
二
（
十
二
月
十
五
日
︑
病
気
で
殁
す
る
︒
享
年
八
十
一
歳
で
あ
る
︒

　
鉄
翁
は
墨
蘭
と
山
水
画
の
名
手
で
知
ら
れ
︑
そ
の
画
名
が
全
国
に
広
ま
っ
て

い
っ
た
の
は
︑
嘉
永
頃
か
ら
だ
と
鶴
田
武
良
が
指
摘
し
て
い
る（

（1
（

︒
当
時
︑
越
後

の
長な
が

井い

雲う
ん

坪ぺ
い

︑
江
戸
の
滝た
き

和か

亭て
い

な
ど
︑
鉄
翁
の
門
下
に
は
全
国
か
ら
の
遊
学
者

が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
︒
渡
辺
庫
輔
の
﹃
鉄
翁
門
人
﹄
に
収
録
さ
れ
た
二
十
六

人
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
︒
ま
た
そ
の
画
を
求
め
る
者
が
絶
え
な
か
っ
た
こ

と
は
︑
鉄
翁
宛
書
簡
に
よ
っ
て
窺
え
る（

（1
（

︒
例
え
ば
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に

は
六
曲
一
双
の
四
君
子
屏
風
（
文
久
二
年
︑
一
八
六
二
（
が
あ
り
︑
栗
岡
家
が
御

用
達
を
勤
め
た
紀
州
徳
川
家
の
命
に
よ
り
描
い
た
と
伝
わ
っ
て
い
る（

（1
（

︒
ま
た

﹃
崎
陽
談
叢
﹄（
荒
瀬
桑
陽
著
（
に
は
﹁
鉄
翁
好
画
﹂
と
い
う
逸
話
が
あ
り
︑﹁
鉄

翁
平
生
吝
嗇
で
画
資
を
貪
る
か
ら
︑
世
人
多
く
こ
れ
を
賤
し
ん
だ
︒
さ
れ
ど
気

に
む
い
た
書
画
が
あ
っ
た
ら
︑
金
銭
を
惜
し
ま
な
い
で
こ
れ
を
貰
っ
た（

（1
（

（
原
文

は
漢
文
（﹂
と
あ
る
︒
潤
筆
料
の
多
く
は
︑
書
画
収
蔵
に
費
や
し
た
よ
う
で
あ
る
︒

そ
し
て
つ
い
に
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
（︑
鉄
翁
は
﹁
拒
相
見
﹂（
春
徳
寺
蔵
（
と

い
う
文
を
雲
龍
寺
門
頭
に
掲
げ
︑
老
衰
を
理
由
に
面
会
と
潤
筆
を
謝
絶
し
た（

（1
（

︒

　
そ
の
頃
︑
す
で
に
鉄
翁
の
贋
作
は
多
く
出
回
っ
て
い
た
︒
鉄
翁
門
下
に
も
贋

作
を
作
る
者
が
現
れ
︑﹁
曾
て
聞
く
︑
禅
師
の
門
下
に
頗
る
贋
作
の
妙
を
得
た
る

者
あ
り
︒
遂
に
禅
師
の
擯ひ
ん

出し
ゅ
つす

る
所
と
な
れ
り
と（

（2
（

﹂
と
い
う
伝
聞
も
あ
る
ほ
ど

作
品
が
人
気
で
あ
っ
た
︒﹃
近
世
名
家
書
画
談
﹄
三
編
（
安
西
雲
煙
編
︑
一
八
五

二
年
刊
（
で
は
田
能
村
竹
田
の
提
示
し
た
分
派
に
従
っ
て
︑﹁
天
保
間
山
水
を
以

て
家
に
名
あ
る
者
は
京
（
浦
上
（
春
琴
︑（
中
林
（
竹
洞
︑
大
阪
（
岡
田
（
半
江
︑
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竹
田
︑
江
戸
（
高
久
（
靄あ
い

厓が
い

︑（
菅
井
（
梅
関
︑
長
崎
鉄
翁
︑（
木
下
（
逸
雲
也
﹂

と
︑
鉄
翁
を
天
保
年
間
の
名
家
と
し
て
挙
げ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
彼
は
長
崎

南
画
三
筆
（
鉄
翁
・
木
下
逸
雲
・
三
浦
梧
門
（
の
一
人
と
し
て
︑
在
世
中
に
既
に

名
声
が
全
国
に
広
が
っ
て
い
た
︒
藤
岡
作
太
郎
も
鉄
翁
を
﹁
実
に
竹
田
と
相
並

ん
で
︑
九
州
近
時
の
大
家
な
り
﹂
と
︑
高
く
評
価
し
て
い
る（

（2
（

︒
さ
ら
に
﹃
墨
林

今
話
﹄（
蘇
州
映
雪
草
廬
重
刻
版
︑
一
八
七
二
年
（
で
も
鉄
翁
の
伝
が
収
録
さ
れ
︑

﹁
客
有
乞
其
画
者
︑
聞
文
人
雅
士
則
贈
之
︑
若
富
家
豪
族
︑
雖
持
多
金
求
之
不
易

得
也
（
客
に
そ
の
画
を
乞
う
者
有
り
︑
文
人
雅
士
と
聞
き
即
ち
こ
れ
を
贈
り
︑
若
し

く
は
富
家
豪
族
︑
金
多
く
持
つ
と
雖
も
︑
之
を
求
め
て
得
易
か
ら
ざ
る
な
り
（﹂
と
記

さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
は
﹃
墨
林
今
話
﹄
の
初
版
に
記
載
な
く
︑
来
舶
清
人
の
蔣

子
賓
が
重
版
の
際
に
増
補
し
た
内
容
で
あ
り（

（2
（

︑
明
治
初
年
︑
鉄
翁
の
名
は
中
国

に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
鉄
翁
の
高
名
は
そ
の
作
品
の
価
格
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
︒
文
久
元
年
（
一

八
六
一
（
の
﹃
書
画
価
格
録
﹄
に
は
三
百
名
の
書
画
家
の
価
格
が
収
録
さ
れ
て

お
り
︑
鉄
翁
は
六
十
五
匁
︑
上
か
ら
十
三
番
目
の
高
値
で
あ
る
︒
渡
辺
崋
山

（
四
十
五
匁
（︑
与
謝
蕪
村
（
三
十
五
匁
（︑
田
能
村
竹
田
（
三
十
匁
（
な
ど
よ
り
も

高
く
︑
当
時
の
市
場
評
価
が
現
在
と
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
︒
さ
ら
に
明
治
十

六
年
（
一
八
八
三
（
の
﹃
全
国
古
今
書
画
定
位
鏡
﹄（
東
花
堂
宮
田
宇
兵
衛
（
に
お

い
て
も
︑
鉄
翁
は
金
八
十
円
で
︑
古
人
書
画
部
の
約
七
十
名
の
書
画
家
の
中
で
︑

上
位
二
割
に
位
置
す
る
価
格
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑
鉄
翁
の
相
場
は
徐
々
に
下
落

し
︑
大
正
年
間
帝
国
絵
画
協
会
が
発
行
し
た
﹃
帝
国
絵
画
番
附
﹄（
一
九
一
九
（

に
お
い
て
は
百
五
十
円
と
な
っ
て
お
り
︑﹁
古
人
の
部
﹂
の
四
〇
六
名
の
画
家
の

中
で
︑
真
ん
中
よ
り
は
上
だ
が
︑
上
位
三
割
に
も
入
っ
て
い
な
い
︒

　
相
場
の
下
落
は
︑
明
治
以
降
の
南
画
の
衰
退
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
︒
池
大
雅
・
谷
文
晁
・
田
能
村
竹
田
な
ど
︑
い
わ
ゆ
る
第
一
流
の
大
家
は
過

去
の
通
り
評
価
さ
れ
て
い
る
が
︑
そ
の
次
に
く
る
二
︑
三
流
の
南
画
家
た
ち
は

次
第
に
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
う
︒
し
か
し
鉄
翁
は
︑
一
時
的
に
せ
よ
名
が
高
か
っ

た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
︒
今
日
と
異
な
る
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
時
代
︑

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
鉄
翁
は
︑
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
作
品
を
描
い
て
い
た

の
か
︑
続
い
て
︑
鉄
翁
の
山
水
画
を
中
心
に
︑
そ
の
画
風
の
由
来
と
変
化
に
つ

い
て
考
察
す
る
︒

二
、
鉄
翁
祖
門
の
画
業
―
―
山
水
画
を
中
心
に

⑴
鉄
翁
祖
門
の
師
承
関
係

　
荒
木
千
洲
の
﹃
続
長
崎
画
人
伝
﹄（
一
八
五
一
年
序
（
に
は
鉄
翁
の
師
承
関
係

に
つ
い
て
︑﹁
初
学
画
於
石
崎
融
思
︑
後
亡
幾
︑
更
師
清
人
江こ
う

稼か

圃ほ

︑
不
失
其
師

授
︑
能
画
水
墨
山
水
花
卉
︑
今
見
行
於
世
（
初
め
て
石
崎
融
思
に
画
を
学
び
︑
後

い
く
ば
く
も
な
く
し
て
︑
更
に
清
人
江
稼
圃
に
師
し
︑
其
師
授
を
失
わ
ず
︑
水
墨
山
水

花
卉
を
よ
く
画
き
︑
今
見
に
世
に
行
な
う
（﹂
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
︒
石
崎
融
思

（
一
七
六
八
︱
一
八
四
六
（
は
小お

原は
ら

慶け
い

山ざ
ん

（
？
︱
一
七
三
三
（
の
ル
ー
ツ
を
引
き
継
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い
だ
唐
絵
目
利
で
あ
り
︑
鉄
翁
は
彼
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
︒

唐
絵
目
利
美
術
に
は
濃
彩
の
風
俗
︑
花
鳥
︑
道
釈
人
物
画
な
ど
︑
す
な
わ
ち
北

宗
画
風
の
作
品
が
多
い
が
︑
融
思
に
は
稚
拙
な
水
墨
山
水
画
も
残
っ
て
い
る（

（2
（

こ

と
か
ら
︑
鉄
翁
に
南
宗
画
風
を
教
え
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
︒
鉄
翁
の
北
宗

画
風
の
作
品
に
つ
い
て
︑
古
賀
十
二
郎
に
よ
る
と
︑
か
つ
て
木
下
家
（
木
下
逸

雲
の
末
裔
（
に
は
鉄
翁
の
粉
本
が
残
っ
て
お
り
︑
中
に
は
極
彩
色
の
︽
関
帝
像

図
︾
が
あ
っ
た
が
︑﹁
何
と
な
く
慶
山
風
で
あ
り
︑
融
思
の
筆
意
が
顕
現
し
て
ゐ

る（
（2
（

﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
こ
の
粉
本
は
︑
今
は
長
崎
大
学
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て

い
る
が
︑
署
名
が
な
い
た
め
︑
作
者
の
判
定
は
難
し
い（

（2
（

︒
一
方
︑﹃
崎
陽
三
大
家

遺
墨
展
観
録
﹄（
一
八
九
四
年
序
（
に
は
︑
題
目
し
か
確
認
で
き
な
い
が
︑
楊よ
う

覚か
く

三さ
ん

・
沈し
ん

萍へ
い

香こ
う

賛
の
︽
着
色
関
帝
図
︾
が
あ
る
︒
他
に
︽
雲
中
釈
尊
図
︾
も
あ
り
︑

お
そ
ら
く
渡
辺
庫
輔
が
言
及
し
た
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
（
の
探
幽
筆
︽
雲
中
出

山
釈
迦
図
︾
の
模
写
で
あ
ろ
う（

（2
（

︒
現
在
確
認
で
き
る
伝
世
作
品
に
は
︑
長
崎
南

山
手
美
術
館
所
蔵
の
︽
菅
公
像
︾
が
あ
る
︒

　
一
方
︑
鉄
翁
は
︑
来
舶
清
人
の
江
稼
圃
を
師
と
し
て
南
宗
画
を
学
ん
だ
︒
田

能
村
竹
田
は
﹃
竹
田
荘
師
友
画
録
﹄
の
中
で
︑
鉄
翁
の
画
に
つ
い
て
︑﹁
其
画
山

水
仿
江
稼
圃
︑
重
巒
畳
嶂
︑
沈
鬱
蒼
莽
︑
嵐
気
襲
人
︑
至
梅
竹
雑
卉
殊
有
秀
韻

（
其
山
水
を
画
く
は
江
稼
圃
に
仿
う
︒
重
巒
畳
嶂
︑
沈
鬱
蒼
莽
︑
嵐
気
人
を
襲
う
︑
梅

竹
雑
卉
に
至
っ
て
殊
に
秀
韻
有
り
（﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
ま
た
鉄
翁
は
書
家
で
あ

り
︑
画
人
で
も
あ
る
貫ぬ
き

名な

菘す
う

翁お
う

（
一
七
七
八
︱
一
八
六
三
（
に
つ
い
て
︑﹁
菘
翁

は
書
を
能
し
︑
尚
ほ
画
事
に
耽
り
︑
博
く
各
家
の
画
論
画
譜
等
を
閲
す
る
こ
と

多
き
も
︑
一
旦
我
が
門
に
入
て
稼
圃
翁
の
口
訣
及
び
我
が
得
る
所
の
者
を
聞
き

し
よ
り
︑
書
法
の
道
理
を
以
て
直
ち
に
之
を
了
悟
し
︑
其
酬
対
論
述
す
る
所
皆

其
理
に
適
せ
り（

（2
（

﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
鉄
翁
に
は
書
の
作
品
は
少
な
い
が
︑
絵
の

描
き
方
は
書
に
も
通
じ
る
︑
と
す
る
書
画
一
致
の
考
え
方
を
持
っ
て
こ
う
言
っ

た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
こ
に
は
︑
鉄
翁
が
江
稼
圃
の
画
訣
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
る
︒

　
江
稼
圃
（
一
七
四
六
︱
一
八
二
六
（
の
名
は
大
来
︑
字
は
泰
交
︑
蘇
州
の
人
で

あ
る（

（2
（

︒
そ
の
画
は
李り

良り
よ
う（

雲
海
（
に
師
事
し
︑
四
王
の
末
流
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る（

（2
（

︒
江
稼
圃
は
文
化
元
年
か
ら
文
政
頃
に
か
け
て
度
々
来
朝
し
︑
大

田
南
畝
︑
菅
井
梅
関
︑
遊
竜
梅
泉
︑
斎さ
い

藤と
う

秋
し
ゆ
う

圃ほ

な
ど
長
崎
内
外
の
文
人
・
画
人

と
広
く
交
友
し
た
︒
鉄
翁
の
入
門
時
期
に
つ
い
て
︑
永
見
徳
太
郎
は
﹃
長
崎
の

美
術
史
﹄
の
中
で
文
政
一
年
（
一
八
一
八
（︑
二
十
八
歳
の
時
の
こ
と
と
し
て
い

る
が
︑
こ
の
説
の
出
所
は
不
明
で
あ
る
︒
一
方
︑
鉄
翁
・
逸
雲
の
弟
子
︑
川
村

雨
谷
に
よ
る
と
︑
鉄
翁
・
逸
雲
の
江
稼
圃
入
門
は
逸
雲
が
十
八
歳
の
時
︑
す
な

わ
ち
文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
（︑
鉄
翁
二
十
七
歳
の
時
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る（

（3
（

︒

ま
た
︑
入
門
時
の
紹
介
者
は
唐
通
事･

遊
竜
梅
泉
（
通
称
彦
次
郎
︑
諱
は
俊
良
︑
一

七
八
六
︱
一
八
一
九
（
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る（

（3
（

︒

　
江
稼
圃
の
他
に
︑
細
川
潤
次
郎
の
﹃
梧
園
画
話
﹄
で
は
﹁
弘
化
初
︑
陳ち
ん

逸い
つ

舟
し
ゆ
う

来
長
崎
︑
善
山
水
︑
鉄
翁
又
受
其
指
授
︑
而
画
益
進
︑
逸
舟
学
画
於
王
源
︑
王

源
之
画
出
於
王お
う

翬き

︑
虞ぐ

山ざ
ん

派は

是
也
（
弘
化
初
︑
陳
逸
舟
長
崎
に
来き
た

り
︑
山
水
を
善

く
し
︑
鉄
翁
は
又
其
指
授
を
受
け
︑
而
し
て
画
は
ま
す
ま
す
進
む
︒
逸
舟
は
画
を
王
源
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に
学
び
︑
王
源
の
画
は
王
翬
よ
り
出
ず
︒
こ
れ
は
虞
山
派
な
り
（﹂
と
︑
陳
逸
舟
に

も
師
事
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が
︑
前
文
の
江
稼
圃
に
関
す
る
記
述
に
誤
り
が

多
い
た
め
︑
信
憑
性
が
低
い
と
考
え
ら
れ
る（

（3
（

︒
陳
逸
舟
筆
︽
晴
嵐
暖
翠
図
︾（
個

人
蔵
（
に
は
﹁
鉄
翁
開
士
方
家
正
之
﹂
の
落
款
が
あ
る
た
め
︑
鉄
翁
と
陳
逸
舟

と
は
面
識
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る（

（3
（

︒
し
か
し
鉄
翁
が
彼
を
師
と
し
て
仰

い
だ
証
拠
が
見
当
た
ら
ず
︑﹃
鉄
翁
画
談
﹄
の
中
で
﹁
先
師
﹂
と
し
て
言
及
さ
れ

て
い
た
の
も
江
稼
圃
一
人
し
か
い
な
い
︒

　﹃
竹
田
荘
師
友
画
録
﹄
の
﹁
熊
勇
﹂
条
に
は
﹁
山
水
倣
董
法
︑
自
言
得
之
江
稼

圃
︑
近
日
鎮
人
作
画
如
鉄
翁
逸
雲
諸
君
往
々
皆
然
（
山
水
は
董
法
に
倣
い
︑
自
ら

こ
れ
を
江
稼
圃
に
得
る
と
言
い
︑
近
日
鎮
人
︑
画
を
作
る
こ
と
鉄
翁
・
逸
雲
の
如
し
︒

諸
君
往
々
に
し
て
皆
然
り
（﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
当
時
︑
長
崎
で
は
多
く
の
人
が

江
稼
圃
の
画
を
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
︒
そ
の
一
門
の
こ
と
を
︑
古
賀
十
二

郎
は
江
大
来
系
と
し
て
ま
と
め
て
い
る（

（3
（

︒
永
見
徳
太
郎
が
ま
と
め
た
長
崎
の
南

宗
文
人
画
の
系
譜
で
も
︑
石
崎
融
思
と
江
稼
圃
を
初
め
と
し
︑
三
筆
の
鉄
翁
・

木
下
逸
雲
・
三
浦
梧
門
を
経
て
大
き
く
展
開
し
て
い
る（

（3
（

︒
江
稼
圃
の
影
響
の
範

囲
に
つ
い
て
は
別
論
に
譲
り
た
い
が
︑
鉄
翁
の
弟
子
・
中
村
陸
舟
の
﹃
陸
舟
遺

稿
﹄（
一
八
九
二
年
刊
（
に
﹁
画
有
南
北
両
体
而
已
︑
北
画
古
来
鳴
於
世
者
多
矣
︑

而
南
画
独
清
客
江
大
来
︑
昔
年
遊
於
崎
︑
初
伝
画
法
我
師
鉄
翁
和
尚
木
下
逸
雲

両
子
︑
爾
來
学
者
無
不
因
焉
（
画
は
南
北
両
体
有
る
の
み
︑
北
画
は
古
来
世
に
鳴
る

者
が
多
く
︑
而
し
て
南
画
は
独
り
清
客
江
大
来
（
稼
圃
（︑
昔
年
（
長
（
崎
に
遊
び
︑
初

め
て
画
法
を
我
が
師
鉄
翁
和
尚
・
木
下
逸
雲
両
子
に
伝
え
︑
爾
來
学
ぶ
者
因
ま
ざ
る
こ

と
な
し
（﹂（﹁
記
夢
﹂（
と
あ
る
よ
う
に
︑
南
宗
画
を
日
本
に
伝
え
た
の
は
江
稼
圃

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
に
は
︑
江
稼
圃
を
通
じ
て
南
宗
画
の
正
脈
を
引
い
た
鉄

翁
一
門
と
し
て
の
自
負
が
う
か
が
え
る
︒
実
際
に
鉄
翁
は
江
稼
圃
か
ら
ど
の
よ

う
な
影
響
を
受
け
て
い
た
の
か
︑
以
下
︑
館
蔵
作
品
と
売
立
資
料
を
中
心
に
鉄

翁
の
画
風
の
変
遷
を
整
理
し
つ
つ
︑
考
察
す
る
︒

⑵
鉄
翁
祖
門
の
山
水
画

　
現
存
す
る
鉄
翁
の
山
水
画
作
例
の
中
で
︑
最
も
早
い
時
期
の
も
の
と
し
て
は
︑

春
徳
寺
蔵
の
︽
水
墨
山
水
図
︾﹇
図
（
﹈
が
あ
る
︒
落
款
に
は
﹁
庚
辰
秋
日 

鉄

翁
﹂
と
あ
り
︑
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
（︑
住
持
に
就
任
し
た
ば
か
り
の
頃
の
作

品
で
あ
る
︒
山
肌
に
施
す
長
い
皴
と
丸
い
点
苔
は
︑
江
稼
圃
筆
︽
倣
黄
公
望
山

水
図（

（3
（

︾
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
︑
未
熟
さ
は
所
々
に
露
呈
し
て
い
る
︒

図1　鉄翁《水墨山水図》
文政3年（1820）春徳寺蔵
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（左）図3　
鉄翁《浅絳山水図》文政10年（1827）
長崎歴史文化博物館蔵

（右）図2　
鉄翁《西山記》文政8年（1825）
長崎歴史文化博物館蔵

例
え
ば
画
面
の
二
分
の
一
を
占
め
る
巨
大
な
松
の
木
は
︑
呉
門
画
派
に
も
多
く

見
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
だ
が
︑
こ
こ
で
は
唐
突
に
見
え
る
︒
山
腰
に
あ
る
四
阿
︑

谷
か
ら
流
れ
落
ち
る
滝
︑
乗
舟
す
る
文
人
な
ど
︑
モ
チ
ー
フ
の
配
置
方
法
も
常

套
的
で
あ
り
︑
こ
の
作
品
に
は
参
考
作
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
が
︑
作
者
は

筆
法
や
墨
色
の
変
化
︑
お
よ
び
奥
行
き
の
表
現
を
把
握
し
切
れ
て
い
な
い
こ
と

が
分
か
る
︒

　
文
政
年
間
の
作
品
は
︑
こ
の
よ
う
に
構
成
と
表
現
が
未
熟
な
作
品
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
が
︑︽
西
山
記
︾（
文
政
八
年
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（﹇
図
（
﹈
や
︑

︽
浅
絳
山
水
図
︾（
文
政
十
年
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（﹇
図
（
﹈
な
ど
か
ら
は
︑

稚
拙
で
は
あ
る
が
︑
中
国
書
画
を
忠
実
に
学
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

︽
浅
絳
山
水
図
︾
で
は
王
蒙
の
牛
ぎ
ゆ
う

毛も
う

皴し
ゆ
んを

使
い
︑
積
み
上
げ
式
の
山
水
を
描
い
て

い
る
︒︽
水
墨
山
水
図
︾﹇
図
（
﹈
と
同
様
の
問
題
を
残
し
つ
つ
︑
江
稼
圃
を
経

由
し
て
清
初
正
統
派
の
倣
古
山
水
の
亜
流
を
汲
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
し

か
し
本
作
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
︑
墨
色
の
濃
淡
変
化
が
少
な
く
︑
疎
放
な
湿
筆

と
淡
い
墨
色
を
好
む
傾
向
は
︑
そ
れ
以
降
の
作
品
に
も
一
貫
し
て
い
る
︒

　︽
西
山
記
︾﹇
図
（
﹈
は
浅せ
ん

絳こ
う

の
真
景
図
で
︑
酔
月
と
い
う
人
物
が
長
崎
の
西

山
に
築
い
た
書
屋
を
描
く
作
品
で
あ
る
︒
真
ん
中
に
据
え
る
山
が
画
面
の
主
体

と
な
り
︑
書
屋
は
右
下
の
樹
木
に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
︒
山
石
に
は
淡
い
皴
法

が
少
し
施
さ
れ
て
い
る
が
︑
立
体
感
や
量
感
は
主
に
ぼ
か
し
に
よ
っ
て
作
り
出

さ
れ
て
い
る
︒
ま
た
山
頂
の
み
に
密
集
す
る
雑
木
は
︑
点
苔
に
よ
る
表
現
を
拡

大
す
る
よ
う
に
見
え
︑
山
の
形
を
補
完
し
て
い
る
︒
皴
法
の
運
用
の
不
十
分
さ
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と
︑
形
式
化
し
た
雑
木
の
描
き
方
か
ら
は
︑
中
国
画
か
ら
学
ん
だ
画
法
を
真
景

の
描
写
に
活
か
す
に
は
︑
課
題
が
ま
だ
残
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
︒

　
前
述
の
よ
う
に
︑
天
保
年
間
に
な
る
と
山
水
名
家
と
し
て
鉄
翁
の
名
が
挙
げ

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
（﹃
近
世
名
家
書
画
談
﹄
三
編
（︒
天
保
時
期
の
作
品
と
し
て
︑

売
立
目
録
で
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
（
の
︽
浅
絳
山
水
図
︾﹇
図
（
﹈
と
︽
着

色
松
林
滝
山
水
図
︾﹇
図
（
﹈
が
あ
る
︒
モ
チ
ー
フ
の
配
置
や
空
間
の
表
現
は
こ

れ
ま
で
と
一
線
を
画
し
︑
か
な
り
熟
練
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
︒
筆
遣

い
や
画
面
構
成
か
ら
勘
案
す
る
に
︑
二
作
と
も
舶
載
画
を
模
写
し
た
可
能
性
が

大
き
い
︒
他
に
無
紀
年
の
︽
米
法
山
水
図（

（3
（

︾
も
同
類
で
あ
り
︑
こ
の
時
期
の
作

品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
弘
化
頃
に
は
折せ
つ

帯た
い

皴し
ゆ
んと
披ひ

麻ま

皴し
ゆ
んを
使
っ
た
作
品
が
著
し
く
増
え
る
︒
こ
の
時

期
の
鉄
翁
は
倪げ
い

瓚さ
ん

・
黄こ
う

公こ
う

望ぼ
う

の
画
法
に
夢
中
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒﹃
鉄
翁
画

談
﹄
で
は
︑
鉄
翁
が
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
（
に
上
京
の
途
中
に
も
倪
瓚
画
法
で

山
水
を
描
い
た
と
記
し
て
い
る
︒
伝
世
の
作
例
と
し
て
は
︑
長
崎
歴
史
文
化
博

物
館
蔵
の
︑
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
（﹇
図
（
﹈
と
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
（﹇
図

（
﹈
の
︽
山
水
図
︾
が
あ
る
︒
ま
た
売
立
目
録
で
も
︑﹁
倣
倪
高
士
筆
法 

時
癸

卯
秋
日
﹂
と
款
の
あ
る
︑
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
（
の
︽
水
墨
山
水
図
︾﹇
図

（
﹈
が
確
認
で
き
る
︒
舶
載
画
を
模
写
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
︑
山
体
の
量
感

を
表
す
軽
快
な
皴
筆
は
︑
筆
遣
い
の
円
熟
化
を
示
し
て
い
る
︒
倪
瓚
の
折
帯
皴

を
使
用
し
た
江
稼
圃
の
作
例
に
は
︑
元
松
洞
庵
小
倉
家
蔵
品
の
︽
山
水
図
︾﹇
図

（
﹈
が
あ
る
︒
本
作
に
は
年
紀
と
作
画
場
所
が
書
か
れ
て
お
ら
ず
︑
中
国
で
描

（左）図5　
鉄翁《着色松林滝山水図》天保3年（1832）

（右）図4　
鉄翁《浅絳山水図》天保3年（1832）
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図8　鉄翁《水墨山水図》
天保14年（1843）図9　江稼圃《山水図》

（右）図6　
鉄翁《山水図》
弘化2年（1845）
長崎歴史文化博物館蔵

（左）図7　
鉄翁《山水図》
嘉永3年（1850）
長崎歴史文化博物館蔵
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（右）図10
江稼圃《秋景山水図》
嘉慶23年（1818）
長崎歴史文化博物館蔵

（左）図11　
江稼圃《清谿重嶺図》
嘉慶15年（1810）
個人蔵

（右）図12　
鉄翁《秋景山水図》
安政5年（1858）
長崎歴史文化博物館蔵

（左）図13　
鉄翁《谿山無尽図》
万延元年（1860）



45

か
れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
︑
江
稼
圃
の
こ
の
よ
う
な
簡
単
構
図
の
小
品
は
︑
鉄

翁
の
倪
瓚
・
黄
公
望
筆
法
へ
の
偏
好
に
影
響
し
た
か
も
し
れ
な
い
︒

　
し
か
し
鉄
翁
の
作
品
に
は
︑
江
稼
圃
の
代
表
的
な
画
風
︑
す
な
わ
ち
長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
蔵
の
︑
嘉
慶
二
十
三
年
（
一
八
一
八
（︽
秋
景
山
水
図
︾﹇
図
（1
﹈

の
よ
う
な
清
初
正
統
派
の
積
み
上
げ
式
山
水
は
極
め
て
少
な
い
︒
模
倣
の
時
期

を
経
て
︑
鉄
翁
が
独
自
の
山
水
画
風
を
確
立
し
た
の
は
安
政
年
間
︑
す
な
わ
ち

雲
龍
寺
に
隠
居
し
始
め
た
時
期
で
あ
る
︒
こ
の
頃
に
は
数
点
の
大
作
を
残
し
て

お
り
︑︽
秋
景
山
水
図
︾（
安
政
五
年
︑
一
八
五
八
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（

﹇
図
（（
﹈
と
︽
谿
山
無
尽
図
︾（
万
延
元
年
︑
一
八
六
〇
（﹇
図
（（
﹈（

（3
（

は
代
表
的
作

品
で
あ
る
︒
積
み
上
げ
式
の
巨
幅
山
水
と
い
え
ば
︑
江
稼
圃
に
は
前
述
︽
秋
景

山
水
図
︾
の
よ
う
に
王
翬
の
画
法
を
倣
っ
た
作
品
の
ほ
か
︑
自
題
に
よ
れ
ば
高こ
う

克こ
く

恭き
よ
うの

画
法
に
倣
っ
た
と
い
う
︽
清
谿
重
嶺
図
︾（
嘉
慶
十
五
年
︑
一
八
一
〇
︑
個図14　鉄翁《山水図》安政5年（1858）

人
蔵
（﹇
図
（（
﹈（

（3
（

も
あ
る
︒

　
し
か
し
鉄
翁
は
︑
江
稼
圃
画
に
見
ら
れ
る
山
の
高
さ
を
強
調
す
る
構
図
と
正

硬
な
筆
法
を
取
り
入
れ
ず
︑
前
述
天
保
三
年
（
一
八
三
二
（
の
︽
浅
絳
山
水
図
︾

﹇
図
（
﹈（
四
十
二
頁
（
か
ら
相
変
わ
ら
ず
︑
主
に
広
い
水
面
に
よ
っ
て
平
遠
で

清
淡
秀
雅
な
風
景
を
表
現
し
て
い
た
︒︽
秋
景
山
水
図
︾﹇
図
（（
﹈
で
は
俯
瞰
的

な
視
点
を
と
り
︑
主
峰
か
ら
前
景
の
水
岸
ま
で
は
﹁
之
﹂
字
形
で
︑
手
前
に
巨

大
な
岩
と
樹
木
を
配
置
す
る
︒
こ
う
し
た
構
成
に
よ
っ
て
︑
江
稼
圃
の
作
品
よ

り
広
々
と
し
た
空
間
を
創
り
出
し
て
い
る
が
︑
こ
こ
に
四
王
画
風
の
影
響
が
明

ら
か
で
あ
る
︒
後
述
の
よ
う
に
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
あ
る
婁ろ
う

東と
う

派は

画
家･

王お
う

宜ぎ

の
作
品
に
は
似
た
よ
う
な
構
図
が
見
ら
れ
る
︒
筆
遣
い
に
お
い
て
︑
鉄
翁
は
淡

墨
で
山
石
を
ま
ん
べ
ん
な
く
塗
り
つ
ぶ
し
て
︑
披
麻
皴
で
立
体
感
を
出
し
て
い

る
︒
色
面
を
塗
る
手
法
は
︑
小
青
緑
や
浅
絳
の
設
色
山
水
を
想
起
さ
せ
る
︒
渴

筆
の
使
用
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
ず
︑
か
つ
皴
法
が
墨
の
色
面
に
溶
け
込
む
こ
と
が

な
く
︑
線
と
面
が
互
い
に
映
え
︑
秀
麗
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
︒
樹
木

を
描
く
時
に
も
︑
鉄
翁
は
先
に
淡
墨
で
色
面
を
塗
る
た
め
︑
潤
っ
た
空
気
感
が

画
面
に
漂
っ
て
い
る
︒
同
様
の
も
の
と
し
て
︑
売
立
目
録
で
は
同
年
の
︽
山
水

図
︾﹇
図
（（
﹈
も
確
認
で
き
る
︒

　︽
谿
山
無
尽
図
︾﹇
図
（（
﹈
の
﹃
長
崎
派
写
生
・
南
宗
名
画
選
﹄
で
の
表
題
は

︽
青
緑
山
水
図
︾
で
あ
る
け
れ
ど
も
︑
作
品
の
現
所
在
は
不
明
で
︑
モ
ノ
ク
ロ
の

図
版
し
か
確
認
で
き
な
い
︒
本
作
は
よ
り
変
化
の
あ
る
画
面
構
成
を
試
み
て
お

り
︑
婁
東
派
の
流
れ
を
引
い
た
と
思
わ
せ
る
︒
湿
筆
に
よ
る
滑
ら
か
で
太
い
披
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（上段右）図15　
鉄翁《秋景山水図》
文久2年（1862）
メトロポリタン美術館蔵

（上段中）図16　
鉄翁《山水図》
慶応3年（1867）
長崎歴史文化博物館蔵

（上段左）図17　
鉄翁《雪景山水図》
安政4年（1857）
長崎南山手美術館蔵

（下段右）図18　
鉄翁《冬山密雪図》
万延元年（1860）
熊本県立美術館蔵

（下段左）図19　
鉄翁《雪景山水図》
慶応元年（1865）
ミネアポリス美術館蔵
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麻
皴
︑
山
頂
に
集
ま
る
丸
い
点
苔
な
ど
は
︑
江
稼
圃
の
倣
沈し
ん

周
し
ゆ
う

作
品
と
共
通
し

て
い
る
︒
江
稼
圃
が
長
崎
で
描
い
た
作
品
に
は
沈
周
の
画
法
を
模
倣
し
た
も
の

が
多
い
た
め（

（4
（

︑
鉄
翁
に
影
響
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒
前
述
安
政
五
年

（
一
八
五
八
（
の
︽
秋
景
山
水
図
︾﹇
図
（（
﹈（
四
十
四
頁
（
と
同
様
︑
倪
瓚
・
黄

公
望
画
法
の
閑
寂
感
を
薄
め
て
︑
清
淡
秀
雅
な
画
風
を
次
第
に
確
定
し
て
い
く

道
程
が
こ
の
作
品
か
ら
も
見
受
け
ら
れ
る
︒
画
面
構
成
と
用
筆
の
熟
達
度
か
ら
︑

︽
谿
山
無
尽
図
︾﹇
図
（（
﹈（
四
十
四
頁
（
は
鉄
翁
の
山
水
画
学
習
の
到
達
点
と
も

言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
︒

　
万
延
以
降
︑
鉄
翁
に
は
大
作
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
︑
倪
瓚
の
﹁
一

水
両
岸
﹂
に
基
づ
く
常
套
的
な
構
図
が
多
く
な
る
が
︑
新
安
派
の
﹁
玻
璃
山
水
﹂

を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
︑
透
明
な
山
水
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
︒
文
久
二
年

（
一
八
六
二
（
の
︽
秋
景
山
水
図
︾（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
（﹇
図
（（
﹈
や
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
（
の
︽
山
水
図
︾（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（﹇
図
（（
﹈
が

示
す
よ
う
に
︑
披
麻
皴
は
さ
ら
に
淡
く
な
り
︑
点
苔
や
雑
木
は
輪
郭
線
を
強
調

す
る
よ
う
に
施
さ
れ
て
い
る
︒
山
は
平
面
的
に
見
え
︑
水
と
空
の
余
白
は
白
黒

の
対
比
と
な
る
︒
そ
の
合
間
に
樹
木
や
屋
舎
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
つ
け
て
い
る
が
︑

画
面
全
体
は
明
快
で
清
澄
な
雰
囲
気
で
あ
る
︒
渴
筆
を
使
わ
ず
︑
丸
み
の
帯
び

た
筆
遣
い
と
楕
円
形
の
礬は
ん

頭と
う

は
︑
新
安
派
よ
り
沈
周
に
近
い
と
い
え
る
が
︑
作

品
全
体
の
趣
向
が
新
安
派
に
啓
発
さ
れ
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
︒

　
倪
瓚
・
黄
公
望
の
筆
法
と
﹁
一
水
両
岸
﹂
構
図
を
土
台
に
し
︑
沈
周
の
画
風

の
学
習
を
経
て
︑
新
安
派
の
透
明
感
を
取
り
入
れ
た
鉄
翁
の
画
風
は
︑
明
清
画

の
域
を
出
る
ま
で
に
は
な
っ
て
い
な
い
︒
し
か
し
こ
の
よ
う
に
淡
泊
で
秀
麗
な

山
水
に
は
︑
中
国
画
に
対
す
る
鉄
翁
独
自
の
好
み
と
取
捨
選
択
︑
お
よ
び
日
本

南
画
に
お
け
る
独
自
の
趣
致
も
見
受
け
ら
れ
る
︒

　
他
方
︑
鉄
翁
の
雪
景
山
水
図
も
有
名
で
あ
り
︑
作
例
は
雲
龍
寺
時
代
に
集
中

す
る
︒
例
え
ば
長
崎
南
山
手
美
術
館
蔵
の
︽
雪
景
山
水
図
︾（
安
政
四
年
︑
一
八

五
七
（﹇
図
（（
﹈
や
熊
本
県
立
美
術
館
蔵
の
︽
冬
山
密
雪
図
︾（
万
延
元
年
︑
一
八

六
〇
（﹇
図
（（
﹈
の
よ
う
に
︑
鉄
翁
の
雪
景
山
水
は
︑
空
と
水
は
墨
で
一
色
︑
緩

急
の
あ
る
写
意
的
な
墨
線
で
山
の
輪
郭
を
引
き
︑
僅
か
な
皴
法
と
点
苔
の
ほ
か
︑

山
の
部
分
は
ほ
と
ん
ど
余
白
で
表
す
︒
こ
こ
で
も
︑
画
面
は
白
（
山
（
と
黒
（
空

と
水
（
で
二
分
さ
れ
︑
線
（
皴
法
（
と
点
（
点
苔
や
葉
（
は
面
的
な
表
現
に
統
一

さ
れ
て
い
る
︒
疎
筆
の
雪
景
山
水
を
︑
鉄
翁
は
最
晩
年
ま
で
描
き
続
け
て
い
た
︒

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
は
明
治
四
年
（
一
八
七
一
（
の
作
品
が
所
蔵
さ
れ
て

い
る
︒
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
の
雪
景
山
水
の
小
品
（
慶
応
元
年
︑
一
八
六

五
（﹇
図
（（
﹈
は
︑
来
舶
清
人
・
伊い

孚ふ

九き
ゆ
うの

逸
筆
山
水
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
疎
画

で
あ
り
︑
日
本
的
な
文
人
画
趣
味
を
存
分
に
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
鉄
翁
の
山
水
画
に
︑
江
稼
圃
及
び
清
四
王
画
風
か
ら
の
影
響
は
確
認
で
き
る

が
︑
そ
れ
以
外
に
も
︑
舶
載
書
画
か
ら
多
く
を
学
習
し
て
い
た
の
は
明
ら
か
で

あ
ろ
う
︒
鉄
翁
は
︑
中
国
画
の
模
倣
を
経
て
︑
雲
龍
寺
時
代
︑
す
な
わ
ち
晩
年

に
は
独
自
の
画
風
を
確
立
し
た
︒
鉄
翁
の
画
は
明
清
画
学
習
の
成
果
を
消
化
し

て
︑
清
澄
秀
麗
な
表
現
に
ま
で
発
展
し
た
が
︑
全
体
的
に
は
限
ら
れ
た
表
現
・

構
図
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
︑
変
化
に
は
乏
し
い
の
で
あ
る
︒
ま
た
﹃
鉄
翁
画
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談
﹄
で
鉄
翁
は
江
稼
圃
の
画
訣
に
度
々
言
及
し
て
い
る
が
︑
そ
の
具
体
的
な
画

法
に
は
触
れ
て
い
な
い
︒
鉄
翁
の
作
品
で
も
江
稼
圃
の
画
風
か
ら
離
れ
る
傾
向

が
確
認
で
き
る
︒
そ
の
た
め
に
︑
鉄
翁
は
師
の
様
式
を
継
承
・
広
め
る
よ
り
も
︑

む
し
ろ
高
尚
な
筆
意
・
画
意
な
ど
︑
師
ま
た
は
書
籍
に
教
わ
っ
た
南
宗
画
の
精

神
性
に
よ
り
関
心
を
持
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
実
際
に

﹃
雲
煙
逸
話
︱
︱
扶
桑
南
画
正
統
﹄（
蕪
城
秋
雪
︑
一
八
九
七
年
刊
（
に
は
﹁
清
客

江
稼
圃
の
藩
籬
に
在
り
︑
逸
雲
は
其
力
を
得
た
り
︑
鉄
翁
は
其
韻
致
を
得
た
る

者
也
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑﹁
韻
致
﹂
を
重
ん
じ
る
画
風
が
確
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
︒

　
江
稼
圃
か
ら
の
様
式
的
な
影
響
が
少
な
い
と
す
れ
ば
︑
鉄
翁
の
学
習
し
た
中

国
画
の
内
実
を
分
析
す
る
に
は
︑
彼
の
観
た
舶
載
中
国
画
の
内
容
を
明
ら
か
に

す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
︒﹃
十
洲
詩
鈔
﹄（
細
川
潤
次
郎
︑
一
八
九
〇
年
序
（

巻
十
九
の
論
画
絶
句
三
十
首
に
は
﹁
勿
怪
画
成
尤
老
蒼
︑
平
生
用
力
越
尋
常
︑

每
観
名
跡
皆
摸
写
︑
粉
本
多
於
一
万
張
︑
鉄
翁
自
言
如
此
（
画
成
り
て
尤
も
老
蒼

た
る
を
怪
し
む
勿
れ
︑
平
生
力
を
用
う
る
こ
と
尋
常
を
越
ゆ
︑
名
跡
を
観
る
毎
に
皆
摸

写
し
︑
粉
本
一
万
張
よ
り
多
し
︒
鉄
翁
自
ら
言
う
こ
と
此か
く

の
如
し
（﹂
と
あ
る
が
︑
い

ま
の
と
こ
ろ
︑
鉄
翁
の
粉
本
は
未
見
で
あ
る（

（4
（

︒
し
た
が
っ
て
天
保
か
ら
嘉
永
ご

ろ
︑
鉄
翁
が
中
国
画
を
多
く
模
写
し
て
い
た
時
期
に
︑
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

粉
本
を
作
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
︒
し
か
し
雲
龍
寺
時
代
に
鉄

翁
が
作
成
し
た
縮
図
資
料
は
伝
わ
っ
て
い
る
の
で
︑
彼
の
観
た
書
画
の
内
容
を

把
握
す
る
こ
と
は
で
き
る
︒
以
下
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
の
縮
図
を
通
じ

て
︑
そ
の
内
容
か
ら
︑
鉄
翁
の
中
国
画
学
習
に
つ
い
て
考
察
す
る
︒
縮
図
を
分

析
す
る
こ
と
で
︑
鉄
翁
の
画
風
の
成
立
背
景
を
立
体
的
に
捉
え
る
の
が
ね
ら
い

で
あ
る
︒

三
、
鉄
翁
筆
縮
図
冊
の
基
本
情
報

⑴
書
誌
情
報
と
伝
来
経
緯

　
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
渡
辺
文
庫
蔵
の
鉄
翁
縮
図
は
全
部
で
四
冊
あ
り
﹇
図

（1
﹈︑
書
誌
情
報
を
表
1
に
ま
と
め
る
︒

　
二
冊
の
﹃
古
今
書
画
縮
図
﹄（
以
下
﹃
古
今
縮
図
﹄
①
②
（
を
納
め
る
桐
箱
の

表
に
は
﹁
太
素
軒
主
人
古
今
書
画
縮
図
二
巻
﹂
の
箱
書
き
が
あ
り
︑
裏
に
は
明

治
二
十
年
（
一
八
八
七
（
付
摂
風
轍
（
倉
野
煌
園
（
跋
と
明
治
二
十
三
年
（
一
八

九
〇
（
付
梅
屋
源
豊
跋
が
あ
る
︒﹃
縮
図
抜
萃
﹄（
以
下
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
（
と
﹃
画

論
抜
萃
山
水
花
卉
縮
図
﹄（
以
下
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
（
の
箱
に
は
﹁
倉
野
煌
園
旧

蔵
／
鉄
翁
禅
師
遺
墨
縮
図
拔
萃
帖
／
弍
冊
﹂
の
表
書
が
あ
り
︑
裏
書
は
﹁
昭
和

八
年
癸
酉
十
二
年
末
添
函
／
翠
静
荘
書
画
部
／
装
置
﹂
で
あ
る
︒
二
冊
ず
つ
桐

箱
に
納
め
ら
れ
て
伝
来
し
て
い
る
が
︑
元
来
は
一
括
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
鉄
翁
門
人
・
倉く
ら

野の

煌こ
う

園え
ん

（
一
八
二
七
︱
一
八
九
六
（
は
師
の
言
行
を
記
録
し
た

﹃
鉄
翁
画
談
﹄
に
お
い
て
︑
縮
図
冊
落
手
の
経
緯
を
記
し
て
い
る
︒

　
其
病
床
に
在
る
の
日
︑
自
ら
起
つ
可
か
ら
ざ
る
を
知
て
︑
其
常
に
愛
玩
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図20　（上右・左）『古今縮図』①②、（下右・左）『縮
図抜萃』①②それぞれの表紙 長崎歴史文化博物館蔵

す
る
所
の
小
硯
及
び
春
徳
寺
開
山
伝
来
の
古
墨
︹
其
袋
に
禅
師
の
自
題
あ

り
︺
禅
師
自
ら
臨
写
す
る
所
の
書
画
縮
図
帖
及
び
裕
文
堂
自
製
銀
頭
の
要

筆
浄
純
宿
羊
毫
の
四
品
を
以
て
余
に
贈
ら
る
︒
時
に
壬
申
十
月
︑
法
弟
祖

禎
師
之
を
予
が
家
に
齎
し
来
る
︒

　
壬
申
は
明
治
五
年
（
一
八
七
二
（︑
鉄
翁
が
残
し
た
縮
図
の
総
冊
数
は
不
明
で

あ
る
︒﹃
古
今
縮
図
﹄
の
箱
の
裏
書
に
あ
る
明
治
二
十
年
煌
園
の
跋
に
よ
る
と
︑

煌
園
は
こ
の
二
冊
を
梅
溪
と
い
う
人
に
売
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
手
放
し
た
理
由

は
不
明
で
あ
る
が
︑
煌
園
は
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
（︑
東
京
鴻
盟
社
か
ら

﹃
鉄
翁
画
談
﹄
を
自
費
出
版
し
て
い
る
︒
翌
年
︑
色
刷
り
の
﹃
鉄
翁
画
譜
﹄
も
同

表1　鉄翁縮図冊の書誌情報

冊番 資料名 資料番号 題箋 題箋紀年 法量（cm） 綴じ方 表紙色 丁数

A 古今書画縮図
（古今縮図①）

（（ （（（（ （
…伝詩句抜萃 縮圖
嘉永六年癸丑…
太素…

（（（（ （（.（×（（ 四つ目綴じ 白茶 （（

B 古今書画縮図
（古今縮図②）

（（ （（（（ （
古今書画縮圖 文久三
年癸亥四月十七日 太
素主人

（（（（ （（.（×（（ 四つ目綴じ 白茶 （（

C 縮図抜萃
（縮図抜萃①）

絵（長崎）
（（（–（

縮圖拔萃 嘉永甲寅晚
秋／古今書畫縮圖 太
素軒 甲寅丁卯之間拔
萃／古今書画縮圖諸
拔萃　文久三年癸亥
慶應乙丑添紙／書画
縮圖…

（（（（、
（（（（–（（、
（（（（–（（

（（.（×（（.（ 四つ目綴じ 赤 （（

D
画論抜萃山水
花卉縮図
（縮図抜萃②）

絵（長崎）
（（（–（

畫論拔萃山水花卉縮
圖　癸亥春三月　太
素軒

（（（（ （（.（×（（.（ 四つ目綴じ 赤 （（

（筆者作成）
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図
抜
萃
﹄
①
の
五
十
五
丁
に
あ
る
題
箋
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
（
と
慶
応
元
年

（
一
八
六
五
（
の
も
の
だ
が
︑
そ
の
後
ろ
に
は
わ
ず
か
四
丁
し
か
な
く
︑
五
十
九

丁
に
も
破
損
が
激
し
く
て
年
代
不
明
の
題
箋
が
あ
る
︒
合
装
前
の
縮
図
冊
の
状

態
は
不
明
で
あ
る
︒
落
丁
が
あ
っ
た
の
か
︑
そ
れ
と
も
合
装
し
た
際
に
頁
を
並

び
替
え
た
の
か
︒
渡
辺
庫
輔
は
﹃
祖
門
鉄
翁
﹄
の
中
で
︑
慶
応
丙
寅
年
（
一
八

六
六
（
付
の
題
箋
が
あ
る
と
記
し
て
い
る
が
︑
現
存
の
縮
図
冊
に
は
見
当
た
ら

な
い
︒

　
こ
の
四
冊
の
資
料
を
︑
本
論
で
は
便
宜
上
一
括
し
て
﹁
縮
図
冊
﹂
と
呼
ん
で

い
る
が
︑
そ
の
内
容
は
︑
縮
図
だ
け
で
は
な
く
︑
書
籍
の
摘
録
や
︑
備
忘
録
的

な
書
付
も
あ
る
︒
画
や
文
字
は
時
に
整
然
と
︑
時
に
気
ま
ぐ
れ
に
書
き
込
ま
れ

て
い
る
︒
人
に
見
せ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
な
い
私
的
な
記
録
と
し
て
の
特
徴

が
明
瞭
で
あ
る
が
︑
冊
に
よ
っ
て
︑
内
容
に
偏
重
が
あ
る
︒﹃
古
今
縮
図
﹄
の
二

冊
は
書
画
作
品
の
記
録
を
中
心
に
︑﹃
縮
図
抜
萃
﹄
の
二
冊
は
漢
詩
や
画
論
な
ど
︑

文
字
内
容
を
中
心
に
し
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
鉄
翁
は
手
元
に
常
に
二
冊
を
用
意

し
て
︑
使
い
分
け
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
さ
ら
に
︑
縮
図
の
画
題
を
大
ざ
っ
ぱ

に
花
鳥
類
と
山
水
類
に
二
分
す
る
と
︑﹃
古
今
縮
図
﹄
①
に
は
花
鳥
と
山
水
の
縮

図
が
ほ
ぼ
同
じ
数
量
で
あ
る
が
︑﹃
古
今
縮
図
﹄
②
に
は
山
水
縮
図
が
明
ら
か
に

増
え
て
お
り
︑
作
品
全
体
の
構
図
と
画
賛
を
き
ち
ん
と
模
写
し
た
も
の
も
多
い
︒

四
冊
の
内
容
を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と
で
︑
鉄
翁
が
ど
ん
な
書
画
を
観
て
い
た

か
︑
そ
し
て
作
品
の
ど
の
部
分
に
注
目
し
て
い
た
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

る
︒
そ
れ
を
考
察
す
る
前
に
︑
次
節
で
は
ま
ず
書
籍
か
ら
の
摘
録
の
内
容
を
紹

社
か
ら
出
版
し
︑
画
譜
の
印
刷
に
は
莫
大
な
私
財
を
投
じ
た
よ
う
で
あ
っ
た（

（4
（

︒

　
渡
辺
庫
輔
は
﹃
祖
門
鉄
翁
﹄（
未
刊
手
稿
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
（
に
お
い

て
︑﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
・
②
は
吉
善
子
と
い
う
人
の
所
有
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
︒

　
曾
て
予
こ
れ
を
所
望
し
て
や
ま
ざ
る
と
き
︑
吉
善
子
の
曰
く
︑
こ
れ
は

煌
園
の
旧
蔵
な
り
︑
煌
園
よ
り
某
氏
に
渡
り
︑
某
氏
は
こ
れ
ら
を
春
徳
寺

に
寄
贈
す
る
を
約
し
︑
而
も
誤
り
て
吉
善
子
に
郵
致
し
た
り
︑
此
に
於
て

春
徳
寺
の
雲
巌
熟
慮
し
︑
寺
に
在
る
時
は
又
い
つ
の
日
か
佚
散
し
て
紙
屑

と
な
る
べ
し
︑
吉
善
子
な
れ
ば
大
切
に
保
存
す
べ
し
と
て
割
愛
せ
ら
ん
︑

遂
に
所
有
す
る
所
と
な
れ
り
︑
左
様
の
因
縁
あ
れ
ば
︑
譲
渡
す
こ
と
な
り

難
し
と
答
へ
た
り
き
︒
猶
ほ
も
と
一
冊
な
り
し
て
︑
こ
れ
を
二
冊
に
仕
立

て
題
簽
の
落
ち
た
る
を
そ
れ
に
付
け
置
き
ぬ
と
語
り
た
り
き
︙
︙

　﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
と
②
は
元
々
一
冊
で
︑
所
蔵
者
が
改
め
て
二
冊
に
仕
立
て
た

よ
う
で
あ
り
︑
そ
の
時
に
現
在
の
赤
色
表
紙
を
つ
け
た
の
だ
ろ
う
︒
ま
た
再
装

幀
の
時
周
囲
を
裁
ち
落
と
し
た
た
め
︑
こ
の
二
冊
は
﹃
古
今
書
画
縮
図
﹄
よ
り

寸
法
が
一
回
り
小
さ
い
︒

　
内
容
と
照
ら
し
て
合
わ
せ
る
と
︑
題
箋
に
あ
る
年
紀
は
冊
子
を
使
い
始
め
た

時
間
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
四
冊
の
縮
図
は
い
ず
れ
も
雲
龍
寺
隠
居
時
代
に

作
ら
れ
た
も
の
で
︑﹃
古
今
縮
図
﹄
①
と
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
の
一
部
︑﹃
古
今
縮

図
﹄
②
と
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
は
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
書
き
始
め
ら
れ
て
い
た
︒﹃
縮
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介
し
た
い
︒

⑵
摘
録
の
内
容

　
摘
録
は
主
に
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
と
②
に
集
中
し
て
い
る
が
︑
二
冊
の
﹃
古
今

縮
図
﹄
に
も
散
見
さ
れ
る
︒
ほ
と
ん
ど
は
書
画
と
関
連
す
る
内
容
で
︑
舶
来

品
・
レ
シ
ピ
な
ど
︑
日
常
的
な
出
来
事
に
関
す
る
書
付
も
あ
る
︒
こ
こ
で
は
詩

句
︑
画
人
伝
︑
画
論
な
ど
︑
書
画
と
関
連
す
る
内
容
の
み
を
取
り
上
げ
る
︒

①
詩
句

　
書
付
の
大
半
を
占
め
て
い
る
の
は
漢
詩
で
あ
る
︒
詩
題
は
主
に
四
君
子
や
花

卉
な
ど
で
︑
同
じ
主
題
の
詩
を
ま
と
め
て
数
篇
抄
録
す
る
箇
所
が
多
い
た
め
︑

書
物
か
ら
の
抄
出
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
︒
詩
の
収
録
元
を
調
べ
て
み
る
と
︑

鉄
翁
は
主
に
﹃
佩
文
斎
詠
物
詩
選
﹄（
汪お
う

霦ひ
ん

等
奉
勅
撰
︑
一
七
〇
五
年
成
（
や
﹃
佩

文
斎
広
群
芳
譜
﹄（
汪お
う

灝こ
う

等
奉
勅
撰
︑
一
七
〇
八
年
成
（
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
︒
い
く
つ
か
の
山
水
詩
は
︑﹃
歴
代
題
画
詩
類
﹄（
陳ち
ん

邦ほ
う

彦げ
ん

奉
勅
撰
︑
一

七
〇
七
年
成
（
か
ら
の
記
録
の
可
能
性
が
あ
る
︒
詩
句
を
摘
録
す
る
の
は
︑
も

ち
ろ
ん
画
賛
に
使
う
た
め
で
あ
っ
た
︒
鉄
翁
に
は
︑
作
詩
が
で
き
た
と
い
う
こ

と
が
分
か
る
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
た
め
︑
題
詩
は
他
所
か
ら
抄
録
し
た
可
能

性
が
高
い
︒
漢
詩
の
教
養
の
乏
し
い
画
家
に
と
っ
て
︑
こ
れ
は
有
効
な
学
習
方

法
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
﹃
鉄
翁
画
談
﹄
に
は
以
下
の
内
容
が
あ
る
︒

　
菘
翁
既
に
詩
文
書
画
を
具
備
す
と
雖
ど
も
︑
尚
ほ
題
詞
に
至
て
︑
多
く

古
句
を
摘
録
し
︑
或
は
画
題
の
み
を
書
し
て
︑
曾
て
自
作
の
詩
を
録
す
る

こ
と
少
し
︒
我
れ
深
く
之
を
愛
賞
す
︒
漢
土
の
大
家
古
人
此
例
少
し
と
せ

ず
︒
子
等
︑
文
学
に
乏
し
と
雖
ど
も
︑
能
く
此
理
を
領
解
し
て
︑
古
句
を

摘
録
し
︑
其
意
を
写
し
て
︑
自
画
の
布
置
を
補
は
ば
可
な
り
︒
何
ぞ
文
学

な
き
を
病
ま
ん
や
︒

　
こ
の
よ
う
に
︑
鉄
翁
は
門
人
に
も
詩
を
摘
録
す
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
た
︒

詩
意
の
理
解
は
︑
画
の
構
想
に
も
つ
な
が
る
た
め
︑
画
賛
用
に
詩
を
摘
録
す
る

こ
と
は
文
学
性
が
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
︒

②
画
人
伝

　﹃
古
今
縮
図
﹄
①
に
は
︑
黄
慎
・
王
時
敏
・
王
鑑
・
王
翬
・
王お
う

原げ
ん

祁き

・
邱
園
・

姚よ
う

若
じ
や
く

翼よ
く

・
姚
節
の
伝
が
抄
録
さ
れ
て
い
る
︒
末
尾
に
﹁
書
画
小
伝
﹂
と
記
さ
れ

て
い
る
た
め
︑﹃
清
書
画
名
人
小
伝
﹄（
相
馬
九
方
編
︑
一
八
四
八
年
刊
（
が
も
と

で
あ
る
こ
と
が
分
か
る（

（4
（

︒﹃
清
書
画
名
人
小
伝
﹄
は
馮ふ
う

金き
ん

伯は
く

纂
輯
﹃
国
朝
画
識
﹄

（
一
七
九
四
年
成
（
な
ど
を
和
訳
し
た
も
の
で
あ
る
︒﹃
鉄
翁
画
談
﹄
に
は
鉄
翁
が

黄
慎
の
作
品
を
観
た
こ
と
が
あ
る
と
書
か
れ
て
あ
る
が
︑
他
の
画
人
の
作
品
を

実
見
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る（

（4
（

︒
こ
れ
ら
の
名
人
伝
を
抄
出
し
て
い
る
こ

と
か
ら
︑
清
初
正
統
派
へ
の
関
心
が
窺
え
る
︒

　﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
の
十
五
︑
十
六
丁
に
は
方
從
義
・
高
克
恭
・
王お
う

宸し
ん

・
王お
う

紱ふ
つ

・
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王
蒙
・
呉
鎮
・
朱し
ゆ

耷と
う

・
王お
う

三さ
ん

錫し
や
くな

ど
の
伝
が
抜
粋
し
て
記
さ
れ
て
い
る
︒
婁
東

派
の
王
宸
・
王
三
錫
以
外
は
︑
い
ず
れ
も
元
明
の
大
家
で
あ
る
︒
王
三
錫
の
伝

の
注
記
に
よ
る
と
︑
こ
れ
ら
の
内
容
は
﹃
歴
代
画
史
彙
伝
﹄（
彭ほ
う

薀う
ん

燦さ
ん

編
︑
一
八

二
五
年
成
（
か
ら
の
抄
録
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒
本
書
の
購
入
に
つ
い
て
︑

年
代
不
明
の
五
月
二
十
三
日
付
木
下
逸
雲
宛
鉄
翁
書
簡
で
は
︑﹁
昨
日
漸
︑
画
史

彙
伝
手
に
入
申
候
︑
代
金
六
十
六
匁
七
分
六
厘
ナ
リ
﹂
と
あ
る（

（4
（

︒
王
宸
（
号
は

蓬
心
（
の
伝
の
隣
に
︑﹁
王
蓬
心
写
於
沉
香
楼
﹂
と
い
う
︑
あ
る
作
品
の
落
款
が

臨
写
さ
れ
て
い
る
︒
鉄
翁
は
所
持
作
品
の
作
者
に
つ
い
て
も
調
べ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
︒
こ
の
王
宸
の
款
を
持
つ
作
品
は
︑﹃
古
今
縮
図
﹄
②
の
四
十
一
丁
に

縮
写
さ
れ
て
い
る
︒

③
画
論

　
縮
図
冊
に
引
か
れ
て
い
る
画
論
は
︑﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄（
孫そ
ん

岳が
く

頒は
ん

等
奉
敕
撰
︑

一
七
〇
九
年
成
（
か
ら
の
摘
録
が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
︒
例
え
ば
﹃
縮
図
抜

萃
﹄
①
の
十
四
丁
に
あ
る
﹁
山
水
之
妙
︑
多
専
於
才
逸
隠
遁
之
流
︑
名
卿
髙
蹈

之
士
（
山
水
の
妙
は
︑
多
く
才
逸
隠
遁
の
流
︑
名
卿
髙
蹈
の
士
に
専
ら
に
せ
ら
れ
（﹂

（
宋
・
張
懐
（
も
︑﹁
画
謂
之
無
声
詩
︑
乃
賢
哲
寄
興
︙
︙
（
画
は
こ
れ
を
無
声
詩

と
謂
い
︑
乃
ち
賢
哲
が
興
を
寄
る
︙
︙
（﹂（
宋
・
趙
ち
よ
う

孟も
う

濚え
い

（
も
︑
ど
ち
ら
も
﹃
佩
文

斎
書
画
譜
﹄
第
十
五
巻
に
収
録
さ
れ
て
お
り
︑
出
所
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
︒
画
論
の
下
に
は
︑
鉄
翁
が
﹁
余
思
之
久
矣
︑
然
未
有
所
得
︑
可
慚
︙
︙
（
余

は
こ
れ
を
久
し
く
思
い
︑
然
る
に
未
だ
得
る
所
有
ら
ざ
る
な
り
︑
慚
る
べ
く
︙
︙
（﹂

な
ど
︑
自
ら
の
感
想
も
書
き
添
え
て
い
る
︒
ま
た
同
冊
の
四
丁
に
は
宋
・
韓
拙

の
画
論
﹁
蓋
前
人
以
画
為
銷
日
養
神
之
術
︑
今
人
以
画
為
図
利
労
心
之
苦
︙
︙

（
蓋
し
前
人
は
画
を
以
て
日
を
銷
し
神
を
養
う
術
と
為
し
︑
今
人
は
画
を
以
て
利
を
図

り
心
を
労
う
苦
と
為
す
︙
︙
（﹂
が
あ
り
︑
こ
れ
も
﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
第
十
五

巻
の
所
収
で
あ
る
︒
画
論
の
横
に
は
﹁
余
以
為
格
言
故
題
（
余
以
て
格
言
と
為
す
︒

故
に
題
す
（﹂
と
い
う
小
さ
い
字
が
あ
り
︑
こ
の
感
想
を
含
め
た
自
賛
は
︑
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
の
︽
秋
景
山
水
図
︾﹇
図
（（
﹈（
四
十
六
頁
（︑
お
よ
び

﹃
長
崎
派
写
生
・
南
宗
名
画
選
﹄
所
収
︽
山
水
図
︾（
明
治
四
年
︑
一
八
七
一
（
に

確
認
で
き
る
︒
す
な
わ
ち
︑
画
論
の
抄
出
は
そ
の
内
容
を
学
習
す
る
だ
け
で
は

な
く
︑
題
画
詩
の
摘
録
と
同
じ
よ
う
に
︑
画
賛
作
成
の
た
め
の
備
忘
録
で
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒

　
漢
籍
の
他
に
︑
釈
白
華
輯
・
木
下
逸
雲
校
﹃
佩
文
斎
画
説
輯
要
﹄（
一
八
五
八

年
自
序
︑
一
八
六
九
年
刊
（
と
い
う
﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
を
摘
録
・
訓
読
し
た
本

も
あ
る
︒
木
下
逸
雲
の
序
（
一
八
六
五
（
に
よ
る
と
︑
逸
雲
は
門
人
の
指
導
に

﹃
佩
文
斎
画
説
輯
要
﹄
を
使
っ
て
い
た（

（4
（

︒
当
時
の
長
崎
遊
学
者
た
ち
も
︑
画
論
の

学
習
に
あ
た
っ
て
﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
ま
た
は
そ
の
摘
録
本
を
多
く
使
っ
て
い

た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
︒

　
ま
た
鉄
翁
は
董
其
昌
の
画
論
も
し
ば
し
ば
摘
録
し
て
い
た
︒
同
じ
く
﹃
縮
図

抜
萃
﹄
①
十
四
丁
に
は
﹁
作
雲
林
画
須
用
側
筆
︑
偏
鋒
也
︑
非
臥
筆
也
︙
︙
（
雲

林
画
を
作
る
に
は
須
ら
く
側
筆
を
用
い
る
べ
し
︒
偏
鋒
な
り
︑
臥
筆
に
非
ざ
る

︙
︙
（﹂
と
︑
董
其
昌
の
﹁
画
訣
﹂
が
抄
出
さ
れ
て
い
る
︒
倪
瓚
の
画
法
に
は
側
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筆
を
用
い
る
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
︑﹃
鉄
翁
画
談
﹄
に
記
さ
れ
て
い
る
逸
話
に
も

言
及
し
て
い
る
︒

　
禅
師
︑
曾
て
予
に
語
て
曰
く
︑
我
れ
京
師
に
遊
ぶ
途
次
︑
讃
州
の
旅
館

に
於
て
倪
法
山
水
を
作
る
︑
画
家
某
其
石
法
を
画
く
を
見
て
難
じ
て
曰
く
︑

曾
て
聞
く
︑
画
は
必
ら
ず
懸
腕
直
筆
を
要
す
と
︑
然
る
に
今
師
は
横
筆
を

用
ゆ
︑
抑
も
亦
た
其
法
あ
り
や
と
︒
我
れ
之
に
示
し
て
曰
く
︑
倪
氏
の
石

法
︑
折
帯
皴
を
画
く
時
は
横
筆
を
正
と
な
す
と
︒
某
憮
然
と
し
て
曰
く
︑

曾
て
聞
く
︑
師
は
舶
客
江
大
来
に
従
て
画
訣
を
得
て
画
理
に
通
ず
と
︑
其

言
果
し
て
誣
ざ
る
な
り
︑
今
翁
の
言
を
聞
て
大
に
悟
る
所
あ
り
と
︒
我
れ

窃
に
顧
ふ
に
︑
此
人
一
二
の
画
譜
を
読
て
唯
其
一
義
を
知
り
︑
未
だ
曾
て

画
理
を
了
せ
ざ
る
な
り
︒
夫
れ
真
に
画
理
を
了
し
て
筆
妙
に
至
る
こ
と
は
︑

猶
ほ
仏
理
の
教
外
別
伝
に
在
る
が
如
く
︑
唯
其
画
譜
を
読
で
文
字
の
義
理

を
の
み
解
す
る
と
き
は
︑
決
し
て
画
理
を
了
悟
す
る
こ
と
能
は
ず
︒

　
こ
こ
で
は
董
其
昌
の
画
論
に
は
触
れ
ず
に
︑
江
稼
圃
の
教
え
を
仄
め
か
し
て

﹁
教
外
別
伝
﹂
と
し
て
語
っ
て
い
る
︒
ま
た
倉
野
篁
園
は
同
書
に
お
い
て
︑﹁
抑

も
禅
師
の
画
訣
た
る
︑
皆
是
れ
江
大
来
よ
り
来
る
も
の
な
り
と
雖
も
︑
又
禅
師

の
了
悟
に
出
る
所
頗
る
多
し
﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
し
か
し
︑
門
人
を
相
手
に
し

た
自
慢
話
の
要
素
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
︑
実
際
に
書
籍
か
ら
得
た
画
論
や
画
法

を
︑
鉄
翁
が
自
分
の
理
論
と
し
て
門
人
に
伝
授
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で

あ
る
︒

　
以
上
の
よ
う
に
︑
縮
図
冊
に
あ
る
摘
録
の
部
分
を
見
る
と
︑
鉄
翁
が
ど
の
よ

う
に
書
画
の
知
識
を
得
て
い
た
か
が
分
か
る
︒
中
で
も
﹃
佩
文
斎
詠
物
詩
選
﹄

﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
な
ど
清
代
類
書
の
利
用
は
顕
著
で
あ
る
︒
摘
録
が
︑
学
習
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
︑
画
賛
を
作
成
す
る
た
め
の
資
料
収
集
作
業
で
も
あ
っ
た

こ
と
は
注
目
に
値
す
る
︒
文
人
と
し
て
の
素
養
が
不
足
し
て
い
て
も
︑
文
人
絵

画
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
︒

四
、
鉄
翁
筆
縮
図
の
内
容
と
目
的

　
縮
図
と
は
文
字
通
り
︑
本
画
を
縮
小
し
て
模
写
す
る
こ
と
で
あ
る
︒
原
寸
大

か
つ
精
密
な
﹁
模
写
﹂
よ
り
︑
小
さ
く
て
簡
単
に
し
た
も
の
が
縮
図
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る（

（4
（

︒
縮
図
の
利
点
は
︑﹁
仕
事
の
早
い
点
︑
分
類
保
存
乃
至
展
閲
に
便

な
る
点
な
ど
﹂
が
あ
る
と
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（4
（

︒
多
く
の
縮
図
は
冊
子
に
描
か
れ

て
お
り
︑
携
帯
・
閲
覧
し
や
す
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
︒

　
本
画
の
寸
法
に
制
約
さ
れ
な
い
縮
図
を
描
く
目
的
に
は
︑
書
画
の
学
習
・
参

考
︑
ま
た
は
鑑
識
︑
展
観
の
記
録
︑
収
蔵
品
の
整
理
な
ど
が
あ
る
︒
小
さ
な
略

図
と
は
い
え
︑
後
日
再
び
見
る
と
︑
本
画
を
観
た
時
の
記
憶
を
喚
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒
そ
の
た
め
に
︑
大
抵
は
本
画
の
全
体
を
写
し
︑
さ
ら
に
題
・
款
の

内
容
︑
印
章
の
位
置
ま
で
記
録
す
る
も
の
も
あ
る
︒

　
し
か
し
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
お
い
て
︑﹁
縮
図
﹂
と
い
え
る
絵
の
記
録
は
︑
全
体
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の
一
部
に
過
ぎ
な
い
︒
本
画
の
一
部
︑
ひ
い
て
は
画
賛
し
か
写
さ
な
い
簡
単
な

メ
モ
も
た
く
さ
ん
あ
る
︒
こ
の
よ
う
な
記
録
は
︑
厳
密
に
は
縮
図
と
は
言
え
な

い
︒
し
か
し
︑
実
在
す
る
作
品
と
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
︑
か
つ
そ
こ
か
ら
鉄

翁
が
観
た
作
品
の
情
報
が
抽
出
で
き
る
と
い
う
意
味
で
︑
本
論
で
は
一
括
し
て

﹁
縮
図
﹂
と
し
て
取
り
上
げ
る
︒
狩
野
探
幽
や
谷
文
晁
の
縮
図
も
示
す
よ
う
に
︑

縮
図
を
大
量
に
蓄
積
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
︑
画
家
に
と
っ
て
は
特
権
と
も
言

え
る
︒
す
な
わ
ち
大
量
の
書
画
を
手
に
入
れ
︑
ま
た
は
つ
ぶ
さ
に
観
る
機
会
を

得
ら
れ
る
境
遇
に
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
︒
そ
れ
は
画
家
の
地
位
︑

周
辺
の
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
︑
お
よ
び
書
画
の
収
蔵
・
流
通
状
況
と
も
関

わ
っ
て
く
る
︒
そ
う
し
て
鉄
翁
は
︑
ま
さ
に
長
崎
の
地
の
利
を
得
な
が
ら
︑
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
を
も
占
め
た
人
物
で
あ
る
︒

　
粉
本
や
縮
図
な
ど
を
門
外
不
出
に
す
る
画
派
の
情
報
占
有
と
は
異
な
り
︑
長

崎
は
書
画
を
共
有
す
る
開
放
的
な
空
間
で
あ
っ
た
︒
鉄
翁
が
観
た
書
画
は
︑
そ

の
周
辺
の
長
崎
文
化
人
や
来
舶
清
人
︑
お
よ
び
鉄
翁
に
入
門
し
た
遊
学
者
た
ち

に
も
開
放
さ
れ
て
い
た
︒
こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
︑
長
崎
に
お
け
る
書
画
活
動

の
豊
か
さ
は
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
も
投
影
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
︒
ま
た
鉄
翁

が
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の
作
品
を
目
に
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
も
︑
縮
図
冊

か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
︒
以
下
︑
ま
ず
縮
図
冊
か
ら
抽
出
し
た
作
者
・

作
品
の
情
報
を
整
理
し
︑
続
い
て
︑
鉄
翁
が
縮
図
冊
に
書
き
込
む
目
的
を
分
析

す
る
︒

⑴
縮
図
冊
に
記
録
さ
れ
て
い
る
作
品

　
縮
図
冊
に
お
い
て
︑
作
者
名
ま
た
は
落
款
が
明
確
な
記
録
は
合
計
三
四
四
点

あ
り
︑
二
四
三
人
の
作
者
が
確
認
で
き
る
（
表
2
参
照
（︒
以
下
︑
作
者
を
日
本

人
︑
来
舶
中
国
人
︑
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
中
国
人
（
舶
来
書
画
の
作
者
（
に
分
類

し
︑
作
品
と
作
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
の
割
合
を
示
し
た
︒

　
日
本
人
の
枠
に
は
田
能
村
竹
田
︑
小
曽
根
乾
堂
︑
跡
見
花
蹊
な
ど
が
い
る
︒

鉄
翁
周
辺
の
人
間
が
多
い
と
思
う
︒
来
舶
中
国
人
は
︑
木
庵
︑
伊
孚
九
︑
費ひ

晴せ
い

湖こ

︑
江
稼
圃
︑
陳
逸
舟
︑
楊
覚
三
︑
沈
萍
香
︑
華
昆
田
︑
顔
亮
生
︑
徐
雨
亭
︑
王お
う

克こ
く

三さ
ん

な
ど
︑
計
二
三
人
で
あ
る（

（4
（

︒
伊
孚
九
と
費
晴
湖
以
外
は
︑
大
半
は
鉄
翁
と

同
時
期
に
活
躍
し
︑
彼
と
直
接
的
な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
々
で
あ

る
︒
中
で
も
江
稼
圃
と
徐
雨
亭
の
作
品
が
特
に
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

　
姓
名
や
伝
不
詳
の
人
を
含
め
︑
舶
来
書
画
の
作
者
は
二
〇
〇
人
以
上
も
お
り
︑

圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
︒
中
に
は
倪
瓚
︑
沈
周
︑
文
徵
明
︑
董
其
昌
な
ど

名
家
も
み
え
る
が
︑
ほ
と
ん
ど
は
二
︑
三
流
の
書
画
家
で
あ
る
︒
時
代
別
で
み

る
と
︑
清
代
の
書
画
家
が
大
半
を
占
め
︑
特
に
十
七
︑
十
八
世
紀
が
多
い
︒
画

風
の
系
統
・
地
域
で
み
る
と
︑
浙
派
︑
呉
派
︑
松
江
派
︑
新
安
派
︑
揚
州
派
︑
虞

山
派
︑
婁
東
派
︑
な
ど
諸
地
方
流
派
が
見
え
︑
明
末
以
降
江
南
地
域
の
南
宗
画

が
ほ
ぼ
包
括
さ
れ
て
い
る
︒

　
縮
図
冊
に
見
る
作
者
の
時
代
傾
向
が
︑
舶
載
書
画
の
輸
入
状
況
を
反
映
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
︒
田
能
村
竹
田
の
門
人
・
高
橋
草
坪
（
一
八
〇
四
︱
一
八
三
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五
（
は
﹃
撫
古
画
式
﹄（
一
八
二
二
︱
一
八
三
五
頃
成
立
︑
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
自

筆
稿
本
（
に
お
い
て
︑
出
身
地
の
豊
後
国
内
︑
ま
た
は
上
方
で
実
見
し
た
中
国

画
や
粉
本
か
ら
人
物
や
屋
舎
の
図
を
引
用
し
︑
画
譜
を
構
成
し
た（

（5
（

︒
草
坪
は
引

用
し
た
図
に
作
者
名
を
注
し
︑
合
計
一
三
六
名
の
中
国
画
家
が
登
場
す
る
︒
ま

た
﹃
雲
煙
供
養
展
観
録
﹄
は
天
保
四
年
（
一
八
三
三
（
八
月
二
十
日
︑
室
町
時
代

の
画
僧
・
明
兆
の
四
百
年
遠
忌
の
た
め
︑
京
都
東
福
寺
で
行
わ
れ
た
展
観
会
の

目
録
で
あ
り
︑
古
書
画
の
部
に
は
お
よ
そ
一
三
〇
点
が
出
品
さ
れ
︑
京
都
で
の

収
蔵
状
況
が
反
映
さ
れ
て
い
る（

（5
（

︒
こ
れ
ら
の
書
物
に
記
録
さ
れ
て
い
る
書
画
作

者
を
時
代
別
に
分
類
す
る
と
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
的
な
傾
向
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
︒
表
3
の
よ
う
に
︑
一
八
三
〇
年
代
頃
は
ま
だ
明
画
の
方
が
多
い
が
︑
一

八
五
〇
年
代
以
降
︑
清
画
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒

　
実
際
に
は
︑
明
画
と
さ
れ
る
も
の
に
清
時
代
の
贋
作
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
も
よ
く
あ
る
の
だ
が
︑
全
体
的
に
見
る
と
︑
十
九
世
紀
半
ば
頃
に
清
画
の

流
通
数
量
が
次
第
に
明
画
を
超
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
前
述
﹃
清
書
画
名

人
小
伝
﹄（
一
八
四
八
年
刊
（
の
巻
末
に
あ
る
著
者･

相
馬
九
方
の
﹁
小
引
﹂
に

は
﹁
清
人
之
跡
流
伝
於
我
︑
近
日
頗
多
（
清
人
の
跡
の
我
に
流
伝
す
る
も
の
︑
近

日
頗
る
多
し
（﹂
と
あ
る
︒
ま
た
浅
野
梅
堂
は
﹃
漱
芳
閣
書
画
銘
心
録
﹄
の
凡
例

（
一
八
五
六
年
成
（
に
お
い
て
も
︑﹁
書
画
好
尚
︑
歳
改
月
変
︒
今
姑
挙
一
端
言
之
︑

五
十
年
前
専
尚
文
祝
沈
唐
︑
不
重
宋
元
之
跡
︑
是
宋
元
之
跡
︑
所
以
湮
沒
不
多

伝
也
︑
後
文
祝
沈
唐
真
跡
︑
漸
又
澌
滅
︑
于
是
明
末
清
初
諸
名
跡
始
重
于
世
（
書

画
の
好
尚
︑
歳
ご
と
に
改
ま
り
月
ご
と
に
変
わ
る
︒
今
姑
く
一
端
を
挙
げ
て
之
を
言

表2　縮図冊記録作品・作者の構成割合

分類 作品／点 作品割合／％ 作者／人 作者割合／％

日本人 （1 （.（ （ （.（

来舶中国人 （（ （1.（ （（ （.（

舶来書画の作者
（不詳を含む）

（（（ （（.（ （（（ （（

合計 （（（ （11 （（（ （11

（筆者作成）

表3　時代別縮図冊記録作品

鉄翁縮図冊 『撫古画式』 『雲煙供養展観録』『漱芳閣書画記』

成立 （（（（–（（ 頃 （（（（–（（ 頃 （（（（ （（（（

所収作者／人 清：（（1
明：（（
元：（
未詳：（（

清：（（
明：（（
元：（
宋：（
南唐：（
唐：（
未詳：（（

清：（（
明：（（
元：（
宋：（
未詳：（（

清：（（（
明：（（
元：（
未詳：（（

合計／人 （（（ （（（ （（ （（（

（筆者作成）
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う
に
︑
五
十
年
前
専
ら
文
（
徴
明
（・
祝
（
允
明
（・
沈
（
周
（・
唐
（
寅
（
を
尚
び
︑
宋

元
の
跡
を
重
ん
ぜ
ず
︒
こ
れ
宋
元
の
跡
が
湮
没
し
て
多
く
伝
わ
ら
ざ
る
所
以
な
り
︑

後
文
・
祝
・
沈
・
唐
の
真
跡
漸
く
ま
た
澌
滅
し
︑
こ
こ
に
お
い
て
明
末
清
初
名
跡
始
め

て
世
に
重
ん
ぜ
ら
る
︒（﹂
と
述
べ
て
い
る
︒
浅
野
梅
堂
が
﹃
漱
芳
閣
書
画
銘
心

録
﹄
を
書
い
た
十
九
世
紀
半
ば
頃
︑
明
末
清
初
の
書
画
が
流
行
っ
て
お
り
︑
そ

の
前
は
明
時
代
中
期
の
書
画
家
が
好
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
世
間
に
み

る
書
画
の
好
み
の
こ
の
変
化
は
︑
舶
載
書
画
の
内
容
に
大
き
く
影
響
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
︒
実
際
に
﹃
漱
芳
閣
書
画
記
﹄
に
記
録
さ
れ
て
い
る
清
画
の
数

は
明
画
よ
り
著
し
く
多
い
の
で
あ
る（

（5
（

（
表
3
参
照
（︒

　
中
国
書
画
の
輸
入
に
は
︑
あ
る
程
度
時
差
が
生
じ
て
お
り
︑
日
本
の
画
人
た

ち
が
求
め
て
い
た
最
新
の
明
清
画
は
︑
い
つ
も
少
し
前
の
時
期
の
作
品
と
な
る
︒

幕
末
に
な
る
と
︑
明
末
以
降
の
作
品
が
伝
来
す
る
よ
う
に
な
り
︑
董
其
昌
以
降

の
南
宗
画
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
︒﹁
南
宗
の
画
殊
に
正
派
に
属
す
︙
︙
子
も

宜
し
く
南
画
を
学
ぶ
べ
し
﹂（﹃
鉄
翁
画
談
﹄（
と
い
う
江
稼
圃
の
教
え
に
従
っ
て
︑

鉄
翁
は
南
宗
画
を
全
般
的
に
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と
は
︑
縮
図
冊

を
通
じ
て
う
か
が
え
る
︒
前
代
の
南
画
家
に
見
る
画
譜
へ
の
依
存
︑
及
び
南
北

折
衷
の
画
風
と
は
異
な
り
︑
中
国
の
南
宗
画
風
に
忠
実
な
鉄
翁
の
画
は
︑
こ
の

よ
う
な
環
境
だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒

　
さ
ら
に
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
は
︑
同
時
代
の
書
画
や
題
も
記
録
さ
れ
て
い
る
︒

﹃
古
今
縮
図
﹄
②
の
裏
表
紙
に
は
﹁
書
画
冊
頁 

咸
豊
己
未
歳 

楊
秋
平
書
﹂
の
書

付
が
あ
る
︒﹁
書
画
冊
頁
﹂
の
詳
細
は
不
明
だ
が
︑
落
款
は
咸
豊
九
年
（
一
八
五

九
（
の
も
の
で
あ
り
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
と
は
同
時
代
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
︒
ま
た
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
二
十
三
丁
に
は
上
海
の
画
家
・
金き
ん

爾じ

珍ち
ん

（
一
八

四
〇
︱
一
九
一
七
（
の
書
と
落
款
が
記
さ
れ
て
お
り
︑﹁
丁
卯
春
金
爾
珍
書
並

識
﹂
か
ら
は
同
治
六
年
（
一
八
六
七
（
の
書
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
︒
し
た

が
っ
て
︑
幕
末
の
長
崎
で
は
同
時
代
の
中
国
書
画
が
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
︒
こ
れ
ら
の
同
時
代
作
品
に
は
︑
商
人
が
輸
入
し
た
商
品
の
ほ
か
︑
鉄
翁

が
中
国
文
人
と
の
交
友
・
文
通
で
直
接
入
手
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
︒

　
さ
ら
に
﹃
古
今
縮
図
﹄
②
に
は
王お
う

寅い
ん

（
字
は
冶や

梅ば
い

︑
南
京
の
人
（
の
縮
図
と
落

款
が
二
点
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
二
十
六
丁
に
は
倣
呉
鎮
法
山
水
の
縮
図
が
あ
り
︑

落
款
に
は
﹁
上
元
冶
梅
王
寅
﹂
と
鉄
翁
の
印
が
あ
る
︒
二
十
七
丁
に
も
﹁
撫
沈

石
田
法 

冶
梅
王
寅
﹂
の
落
款
が
あ
り
︑
沈
周
画
法
の
山
水
で
︑
詩
の
内
容
か
ら

み
る
と
横
に
あ
る
縮
図
は
そ
の
作
品
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
二
点
の
作
品
の
制
作
時

期
は
不
明
だ
が
︑
王
寅
の
渡
日
時
期
の
分
か
る
記
録
は
い
ず
れ
も
明
治
十
年
代

以
降
の
も
の
で
あ
り
︑
そ
の
時
鉄
翁
は
す
で
に
存
命
し
な
い
︒
す
な
わ
ち
鉄
翁

が
目
に
し
た
の
は
王
の
来
航
前
に
日
本
に
伝
わ
っ
た
作
品
で
あ
ろ
う
︒
古
賀
十

二
郎
に
よ
る
と
︑
王
寅
は
太
平
天
国
の
乱
か
ら
逃
げ
て
上
海
に
至
り
︑
画
で
生

計
を
立
て
る
︒
そ
の
頃
﹁
上
海
に
渡
れ
る
日
本
人
な
ど
は
︑
王
氏
の
画
を
見
て
︑

之
を
奇
と
し
︑
先
を
争
う
て
︑
王
氏
の
画
を
購
ひ
索
め
た
︒
是
に
於
て
︑
王
氏

の
名
声
は
︑
一
時
に
震
ひ
︑
長
崎
に
於
て
は
︑
有
志
の
人
々
が
︑
王
氏
に
来
遊

を
請
ふ
事
に
な
っ
た（

（5
（

﹂︒
先
に
作
品
が
長
崎
で
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
が
︑
王
寅
の
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渡
日
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
幕
末
の
長
崎
と
上

海
画
壇
と
の
密
接
な
交
流
の
様
子
が
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
か
ら
も
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
︒

⑵
縮
図
冊
に
み
る
書
画
学
習

　
前
述
の
よ
う
に
︑
縮
図
冊
は
私
的
な
記
録
と
し
て
の
性
格
が
強
く
︑
他
人
に

見
せ
る
こ
と
を
意
識
し
な
い
気
ま
ぐ
れ
な
書
き
込
み
が
多
い
︒
職
業
画
家
の
よ

う
に
︑
制
作
の
参
考
の
た
め
の
資
料
と
し
て
蓄
積
し
よ
う
と
す
る
意
識
が
あ
っ

た
こ
と
も
確
認
で
き
な
い
︒
落
款
と
画
面
両
方
を
写
し
た
完
全
な
縮
図
も
あ
る

が
︑
落
款
︑
ま
た
は
画
面
の
一
部
の
み
を
写
し
た
断
片
的
な
書
付
が
多
い
の
で

あ
る
︒
そ
の
目
的
は
絵
の
練
習
︑
ま
た
は
備
忘
で
あ
る
が
︑
は
っ
き
り
区
別
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
も
多
い
︒
お
そ
ら
く
鉄
翁
は
︑
冊
子
を
持
ち
歩
い
て

い
た
︒
鑑
賞
し
た
作
品
の
気
に
な
る
部
分
を
随
時
書
き
留
め
て
い
た
様
子
が
︑

縮
図
冊
の
内
容
の
並
び
方
か
ら
想
像
で
き
る
︒

　
記
録
さ
れ
た
内
容
の
範
囲
に
よ
っ
て
︑
鉄
翁
が
ど
の
よ
う
な
関
心
を
持
ち
︑

作
品
の
ど
の
部
分
を
観
て
い
た
か
を
推
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒
特
に
全
体
が

写
さ
れ
た
作
品
は
︑
学
習
に
値
す
る
対
象
と
し
て
重
視
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒
そ
う
し
た
山
水
画
の
縮
図
は
主
に
﹃
古
今
縮
図
﹄
②
に
集
中
し
て

い
る
︒
縮
図
の
作
者
と
内
容
を
表
4
に
ま
と
め
て
み
た
︒

　
鉄
翁
は
︑
江
稼
圃
の
ほ
か
︑
陳
逸
舟
を
通
じ
て
も
沈
周
の
画
法
を
学
ん
で
い

表４　全体が縮写された作品� ＊は来舶清人

位置（冊番／丁数） 作者 内容

A

（ 倪瓚 弁峰秋霽図軸

（（ 江稼圃＊ 沈周法山水軸

（（ 陳逸舟＊ 沈周法山水軸

（（ 奚岡 書画帖

B

（ 黄琛 山水画帖か

（ 陳元揆 山水画帖

（ 李流芳 山水画帖

（ 顧大申 山水画帖

（ 徐雨亭＊ 山水画帖

（ 沈宗敬 元人筆意山水軸

（1、（（ 奚岡 山水画帖

（（ 陸灝 山水軸

（（ 韓曠 山水軸

（（ 陸坦 山水軸

（（ 石頤 山水軸

（（ 朱治憪 倣趙孟頫山水軸

（（ 秦涵 山水

（（ 項聖謨 山水軸

（（ 曹廷棟 山水軸

（（ 祁豸佳 董源法山水軸

（（ 成大□ 山水軸

（1 張洽 山水軸

（1 董孝初 山水軸

（（ 符六 黄公望法山水軸

（（ 王昱 黄公望法山水軸

（（ 奚岡 董其昌法山水軸

（（ 李杭之 山水

（（ 曹垂星 山水

（（ 王寅 呉鎮法山水軸

（（ 孔毓雲 沈周意山水軸

（（ 王寅 沈周法山水軸

（（ 履泰 倪瓚法山水

（（、（（ 呉歷 撫古十二幀（一部）

（（ 戴天瑞 山水

（（ 伊孚九＊ 秋江待渡図軸

（（ 祁豸佳 書画冊

（（ 王宜 山水軸

（（ 王宸 山水軸

（（ 江稼圃＊ 山水軸

C
（ 普澤 山水軸

（1 徐雨亭＊ 米芾法山水軸

D

（（ 許尚遠 山水軸

（（ 羅牧 山水軸

（（、（（ 徐雨亭＊ 山水画帖

（筆者作成）
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た
よ
う
だ
︒
徐
雨
亭
の
画
帖
な
ど
も
数
点
縮
写
さ
れ
て
い
る
︒
舶
載
書
画
と
同

じ
よ
う
に
︑
こ
う
し
た
来
舶
清
人
の
書
画
か
ら
も
学
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
︒

　
舶
載
書
画
に
関
し
て
は
︑
縮
写
さ
れ
た
作
品
の
作
者
を
地
域
別
で
見
る
と
︑

顧
大
申
︑
沈し
ん

宗そ
う

敬け
い

︑
陸り
く

灝こ
う

︑
韓か
ん

曠こ
う

︑
陸
坦
︑
董と
う

孝こ
う

初し
よ

︑
普ふ

澤た
く

な
ど
︑
董
其
昌
の

系
譜
を
引
く
明
の
松
江
地
域
の
画
家
が
多
い
こ
と
が
分
か
る
︒
ま
た
張
ち
よ
う

洽こ
う

・
王お
う

昱い
く

・
王
宜
・
王
宸
な
ど
︑
江
稼
圃
が
属
す
る
婁
東
派
画
家
の
名
前
も
見
え
︑
四

王
派
へ
の
関
心
が
窺
え
る
︒
特
に
張
洽
・
王
宜
筆
︽
山
水
図
︾
の
縮
図
は
題
も

含
め
て
︑
丁
寧
に
縮
写
さ
れ
て
い
る
﹇
図
（（
・
（（
﹈︒
王
宜
の
作
品
の
構
図
は
︑

前
述
の
︽
谿
山
無
尽
図
︾﹇
図
（（
﹈（
四
十
四
頁
（
と
共
通
し
て
い
る
が
︑
縮
図

の
作
成
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
（
以
降
と
考
え
ら
れ
︑︽
谿
山
無
尽
図
︾
よ
り

は
遅
い
は
ず
で
あ
る
︒
王
宜
の
こ
の
作
品
は
鉄
翁
の
所
蔵
品
で
あ
っ
た
可
能
性

も
あ
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
鉄
翁
が
婁
東
派
の
作
品
か
ら
構
図
を
学
習
・
借
用
し

て
い
た
こ
と
が
縮
図
を
通
じ
て
認
め
ら
れ
る
︒
沈
宗
敬
の
原
作
は
︑
個
人
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で（

（5
（

︑
比
較
し
て
み
る
と
鉄
翁
の
模
写

﹇
図
（（
﹈
は
︑
画
面
の
構
図
に
重
点
を
置
い
て
お
り
︑
原
作
の
筆
遣
い
に
は
ほ
と

ん
ど
従
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
縮
図
冊
か
ら
は
鉄
翁
が

四
王
派
を
熱
心
に
学
習
し
て
い
た
姿
勢
が
う
か
が
え
る
︒

　
他
に
︑
新
安
派
に
属
す
る
李
流
芳
︑
李
杭
之
の
名
前
も
見
え
る
︒
前
述
の
よ

う
に
︑
鉄
翁
の
作
品
に
は
新
安
派
に
通
じ
る
趣
向
が
あ
る
こ
と
か
ら
︑
個
人
的

に
好
む
画
風
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
︒

　
ま
た
鉄
翁
は
清
時
代
の
画
家
奚け
い

岡こ
う

・
祁き

豸ち

佳か

・
呉
歷
の
画
帖
を
入
念
に
縮
写

（右）図21　
鉄翁《張洽筆山水図縮
図》『古今縮図』②二十
丁 
長崎歴史文化博物館蔵

（左）図22　
鉄翁《王宜筆山水図縮
図》『古今縮図』②四十
一丁 
長崎歴史文化博物館蔵
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図23　鉄翁《沈宗敬筆倣元人筆意山水図縮図》
『古今縮図』②四丁
長崎歴史文化博物館蔵

図24　祁豸佳《書画冊》第1図　順治10年（1653）　個人蔵

図25　鉄翁《祁豸佳筆書画冊縮図（倣王蒙筆意）》
『古今縮図』②三十九丁　
長崎歴史文化博物館蔵

図26　鉄翁《奚岡筆山水画帖縮図》
『古今縮図』②十丁
長崎歴史文化博物館蔵
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し
て
い
た
︒
小
さ
い
画
帖
は
比
較
的
模
写
し
や
す
く
︑
ま
た

小
景
を
好
む
傾
向
は
︑
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
か
ら
も
う
か

が
え
る
︒
祁
豸
佳
（
一
五
九
四
︱
？
（
の
書
画
冊
（
一
六
五
三

年
（﹇
図
（（
﹈（

（5
（

（
前
頁
（
に
は
全
六
面
が
あ
り
︑
そ
れ
ら
は
︑
王

蒙
・
米べ
い

芾ふ
つ

・
倪
瓚
・
巨き
よ

然ね
ん

・
黄
公
望
・
馬ば

和か

之し

の
倣
古
山
水

で
あ
る
︒
鉄
翁
は
︑
そ
の
う
ち
王
蒙
・
米
芾
・
倪
瓚
の
三
面

の
み
写
し
て
い
る
﹇
図
（（
﹈（
前
頁
（︒
奚
岡
（
一
七
四
六
︱
一
八

〇
三
（
の
山
水
画
帖
に
も
六
面
が
あ
り
︑
鉄
翁
は
四
面
を
写

し
て
い
る
︒
建
築
︑
樹
木
︑
ロ
バ
の
部
分
を
切
り
取
っ
て
︑
繰

り
返
し
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
個
別
の
モ
チ
ー
フ
の
描
き

方
に
関
心
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
﹇
図
（（
﹈（
前
頁
（︒

　
こ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
の
部
分
的
な
模
写
は
︑
縮
図
冊
に

は
多
く
見
か
け
ら
れ
る
︒
鉄
翁
は
し
ば
し
ば
︑
作
品
の
全
体

よ
り
︑
樹
木
︑
建
築
︑
山
石
︑
花
卉
果
物
な
ど
一
部
の
モ
チ
ー

フ
の
み
に
注
目
し
︑
模
写
し
て
い
た
︒

　﹃
縮
図
抜
萃
﹄
①
四
十
丁
に
は
﹁
嘉
慶
己
巳
二
月
之
望 

稼

圃
﹂
款
の
︽
天
平
幽
境
図
︾（
嘉
慶
十
四
年
︑
一
八
〇
九
（
が

一
部
臨
写
さ
れ
て
い
る
﹇
図
（（
﹈︒
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

蔵
の
原
本
﹇
図
（（
﹈
と
比
較
す
る
と
︑
鉄
翁
は
近
景
と
中
景

の
屋
舎
︑
石
壁
の
一
部
の
み
を
写
し
て
い
る
︒
ま
た
落
款
も
︑

文
字
情
報
の
抄
録
だ
け
で
は
な
く
︑
原
本
の
書
体
を
忠
実
に

図27　
鉄翁《江稼圃筆天平幽境図縮図》
『縮図抜萃』①四十丁
長崎歴史文化博物館蔵

図28　
鉄翁《江稼圃筆天平幽境図縮図》
『古今縮図』①三十丁
長崎歴史文化博物館蔵

図29　江稼圃《天平幽境図》
嘉慶14年（1809）
長崎歴史文化博物館蔵
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模
写
し
て
い
る
︒
ま
た
︑﹃
古
今
縮
図
﹄
①
三
十
丁
に
も
︽
天

平
幽
境
図
︾
の
屋
舎
が
写
さ
れ
て
い
る
﹇
図
（（
﹈︒
こ
の
作
品

は
お
そ
ら
く
鉄
翁
の
所
有
で
︑
繰
り
返
し
模
写
さ
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
︒

　﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
二
十
六
丁
に
は
沈
周
筆
︽
古
木
寒
鴉
図
︾

（
成
化
八
年
︑
一
四
七
二
（
の
部
分
的
な
縮
写
が
あ
る
﹇
図
（1
﹈︒

原
本
﹇
図
（（
﹈
と
比
較
す
る
と
︑
鉄
翁
は
沈
周
の
落
款
と
周

天
球
の
題
を
写
し
︑
ま
た
原
作
に
あ
る
鴉
の
様
々
な
描
き
方

を
一
列
に
並
べ
て
写
し
て
い
る
︒
寒
鴉
の
描
き
方
の
応
用
は
︑

東
京
藝
術
大
学
美
術
館
蔵
の
︽
古
木
寒
鴉
図
︾（
一
八
六
八
（

に
認
め
ら
れ
る
︒

　
縮
図
冊
で
は
絵
を
模
写
せ
ず
︑
落
款
や
画
賛
の
み
を
写
し

て
い
る
場
合
も
多
い
︒
臨
写
の
対
象
と
し
て
は
︑
舶
載
書
画

と
来
舶
清
人
の
書
画
を
区
別
せ
ず
︑
例
え
ば
﹃
縮
図
抜
萃
﹄

②
二
十
二
丁
に
は
来
舶
清
人･

王
克
三
の
画
賛
が
あ
り
︑
筆

の
遣
い
方
を
説
く
内
容
で
あ
る
︒
鉄
翁
は
作
者
の
書
体
も
模

写
し
て
い
る
の
で
︑
書
の
学
習
︑
ま
た
は
賛
文
の
内
容
︑
す

な
わ
ち
詩
や
画
論
な
ど
を
記
録
・
学
習
す
る
な
ど
の
目
的
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
時
期
︑
鉄
翁
は
古
画
模
倣
を
経

て
︑
独
自
の
画
風
を
確
立
し
て
い
る
︒
と
は
い
え
︑
あ
ま
り

新
た
な
表
現
を
追
求
し
て
い
た
わ
け
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
︒

（右）図30　
鉄翁《沈周筆古木寒鴉図縮図》
『縮図抜萃』②二十六丁
長崎歴史文化博物館蔵

（左）図31　
沈周《古木寒鴉図》成化8年（1472）
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彼
は
画
面
の
構
成
に
は
さ
ほ
ど
関
心
を
示
さ
な
い
が
︑
賛
に
は
常
に
新
た
な
詩

文
を
求
め
て
い
た
︒
第
二
章
で
紹
介
し
た
漢
詩
と
画
論
の
摘
録
と
同
じ
く
︑
鉄

翁
は
目
に
し
た
作
品
の
賛
か
ら
も
知
識
を
吸
収
し
て
い
た
︒

⑶
縮
図
冊
に
み
る
来
舶
清
人

　
一
方
︑
明
ら
か
に
学
習
目
的
で
は
な
く
︑
備
忘
の
た
め
の
縮
図
も
あ
る
︒
例

え
ば
︑
田
能
村
竹
田
が
鉄
翁
に
贈
っ
た
絵
（﹃
古
今
縮
図
﹄
①
五
丁
（
や
︑
嘉
永

七
年
（
一
八
五
四
（︑
鉄
翁
が
来
舶
清
人･

顔
亮
生
に
請
う
た
梅
図
な
ど
が
写
さ

れ
て
お
り
（﹃
古
今
縮
図
﹄
①
九
丁
（︑
梅
図
の
落
款
に
は
﹁
時
甲
寅
又
七
月
過
門

奉
訪 

鉄
翁
老
禅
師
嘱
写 

改
腕
是
答 

顔
亮
生
﹂
と
書
い
て
あ
る
︒
こ
の
よ
う

に
贈
与
書
画
の
記
録
と
し
て
も
︑
縮
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
︒

　
縮
図
冊
に
は
徐
雨
亭
と
王
克
三
の
作
品
も
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
二
人
と

も
太
平
天
国
の
乱
を
避
け
て
来
日
し
た
文
人
で
あ
り
︑
そ
の
作
品
の
縮
図
の
構

図
か
ら
大
半
は
画
帖
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
︒﹃
古
今
縮
図
﹄
②
に
は

徐
雨
亭
が
長
崎
で
描
い
た
山
水
帖
か
ら
︑
絵
と
落
款
共
に
縮
写
さ
れ
て
い
る
︒

﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
の
三
十
九
丁
と
四
十
丁
に
は
徐
雨
亭
と
王
克
三
の
合
作
帖
か

ら
縮
写
さ
れ
て
い
る
︒
画
題
は
花か

卉き

果か

蔬そ

と
四
君
子
で
あ
る
︒
な
か
に
﹁
雨
亭

作
於
申
江
﹂
の
落
款
が
あ
る
た
め
︑
上
海
で
の
作
品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
︒

ま
た
︑
同
じ
く
﹃
縮
図
抜
萃
﹄
②
の
四
十
五
丁
と
四
十
六
丁
に
も
二
人
の
山
水

合
作
帖
か
ら
縮
写
さ
れ
て
い
る
︒﹁
丁
卯
秋
月
写
於
申
江
応
木
下
瓊
江
先
生
雅

属
即
希
方
家
正
之 

徐
雨
亭
﹂
と
﹁
内
画
冊
幀
煩
交
瓊
江
先
生
收
啓 

八
月
下
旬

徐
雨
亭
憲
﹂
の
落
款
と
覚
書
も
き
ち
ん
と
記
録
さ
れ
て
い
る
︒
さ
ら
に
︑
画
帖

と
共
に
送
ら
れ
て
き
た
逸
雲
宛
徐
雨
亭
書
簡
の
写
し
も
四
十
八
丁
に
載
せ
ら
れ

て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
︑
徐
雨
亭
と
王
克
三
は
︑
帰
国
し
た
後
も
長
崎
の
文
人

た
ち
と
の
文
通
を
続
け
︑
書
画
を
送
付
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
宛
先
の
木

下
逸
雲
は
︑
こ
の
二
人
の
作
品
を
高
く
評
価
し
︑
か
つ
て
倉
野
篁
園
に
以
下
の

よ
う
に
語
っ
て
い
た
︒

　
今
や
支
那
の
内
乱
避
て
滞
崎
す
る
舶
客
中
︑
文
人
墨
客
と
称
す
べ
き
者
︑

王
克
三
︑
除マ
マ

雨
亭
の
二
人
あ
り
︒
克
三
は
儒
者
に
し
て
︑
稼
圃
以
来
の
能

書
︑
而
し
て
猶
ほ
能
く
一
家
の
梅
を
画
く
︒
雨
亭
は
朱
文
光
同
門
の
人
に

し
て
︑
水
墨
山
水
得
意
と
し
て
︑
浅
絳
の
着
色
を
も
喜
ば
す
︒
子
其
れ
余

輩
の
画
数
幀
を
求
め
ん
よ
り
は
︑
宜
く
彼
れ
に
就
て
随
意
の
筆
を
乞
は
ば
︑

以
て
後
世
の
宝
と
為
す
に
足
ら
ん
と
︒（﹃
鉄
翁
画
談
﹄（

　
こ
れ
を
受
け
て
篁
園
は
翌
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
（
春
長
崎
に
赴
き
︑
王
克
三

に
絖
本
二
幀
を
求
め
︑
徐
雨
亭
に
明
紙
巨
幅
二
枚
を
請
う
た
︒
後
に
鉄
翁
は
徐

雨
亭
の
二
幅
を
観
る
機
会
を
得
て
︑﹁
禅
師
曰
く
︑
我
れ
雨
亭
の
画
を
見
る
こ
と

少
か
ら
ず
と
雖
ど
も
︑
未
だ
曾
て
高
尚
と
称
す
る
に
足
る
者
あ
る
を
見
ず
︒
然

る
に
此
二
大
幅
は
頗
る
意
を
注
ぎ
て
こ
れ
を
写
出
し
︑
稀
有
の
大
景
中
一
筆
の

滞
気
あ
る
を
見
ず
︒﹂（﹃
鉄
翁
画
談
﹄（
と
評
し
て
い
た
︒
ま
た
同
席
の
門
人･

養

浩
（
松
浦
屋
勘
兵
衛
（
も
鑑
識
眼
の
持
ち
主
で
あ
り
︑
同
じ
意
見
を
述
べ
て
い
た
︒
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し
た
が
っ
て
︑
縮
図
冊
に
み
る
徐
雨
亭
・
王
克
三
作
品
の
縮
臨
は
︑
傾
慕
に

よ
る
学
習
の
た
め
︑
と
い
う
よ
り
︑
往
来
の
記
録
と
し
て
残
し
て
い
た
と
読
み

取
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
︒

　
来
舶
清
人
の
小
品
の
記
録
は
他
に
も
数
点
あ
る
︒﹃
古
今
縮
図
﹄
①
の
十
丁

に
は
林り
ん

夢む

龍り
ゆ
う・
王
蘭
亭
・
鈕
ち
ゆ
う

心し
ん

園え
ん

・
顔
亮
生
の
題
と
款
が
記
録
さ
れ
て
お
り
︑

﹁
己
酉
春
仲
﹂﹁
己
酉
花
月
﹂
な
ど
か
ら
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
（
二
月
と
分
か

る
︒
ま
た
顔
亮
生
の
題
の
上
に
鉄
翁
は
﹁
合
作
題
字
﹂
と
記
し
て
い
る
︒
絵
画

の
内
容
も
作
者
も
不
明
だ
が
︑
題
か
ら
は
絵
の
題
材
が
四
君
子
で
あ
る
と
推
測

で
き
る
︒
書
画
会
で
揮
毫
さ
れ
た
も
の
の
可
能
性
も
あ
り
︑
ま
た
唐
館
の
在
館

者
た
ち
が
共
に
題
字
を
記
し
て
日
本
人
に
贈
与
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ

る
︒
ま
た
同
冊
の
二
十
七
丁
に
は
林
夢
龍
・
顧こ

子し

翼よ
く

・
陳ち
ん

吉き
つ

人じ
ん

・
傅ふ

雲う
ん

濤と
う

・
奚け
い

梅ば
い

の
款
が
記
さ
れ
て
お
り
︑
い
ず
れ
も
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
（
三
月
の
も
の
で

あ
る
︒
こ
こ
で
は
十
丁
と
異
な
り
︑
画
賛
の
内
容
が
省
略
さ
れ
︑
款
識
の
み
が

記
録
さ
れ
て
い
る
︒
鉄
翁
は
︑
揮
毫
者
の
顔
ぶ
れ
が
気
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で

あ
る
︒

　
席
書
や
合
作
幅
だ
け
で
は
な
く
︑
来
舶
清
人
が
舶
来
の
書
画
を
鑑
賞
し
て
書

い
た
題
記
も
鉄
翁
は
記
録
し
て
い
る
︒
嘉
永
四
年
正
月
︑
銭
少
虎
と
陳
逸
舟
は

揚
州
八
怪
の
一
人
・
華か

喦が
ん

（
一
六
八
二
︱
一
七
五
六
（
の
あ
る
絵
に
題
を
揮
毫
し

た
︒
絵
の
正
体
は
不
明
だ
が
︑
二
人
の
題
の
み
が
﹃
古
今
縮
図
﹄
①
二
十
五
丁

と
三
十
七
丁
に
写
さ
れ
て
い
る
︒
鉄
翁
は
明
ら
か
に
作
品
よ
り
題
の
ほ
う
に
関

心
を
持
ち
︑
二
回
も
写
し
て
い
る
︒
三
十
七
丁
で
は
銭
少
虎
題
箋
の
﹁
辛
亥
﹂

や
﹁
穀
﹂
の
字
を
再
三
書
い
て
い
る
た
め
︑
書
を
練
習
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
︒

　
鉄
翁
の
縮
図
冊
を
通
じ
て
︑
当
時
の
長
崎
に
お
け
る
書
画
交
遊
の
一
隅
を
窺

う
こ
と
が
で
き
た
︒
縮
図
を
写
し
︑
作
品
を
記
録
す
る
こ
と
は
︑
必
ず
し
も
書

画
を
学
習
す
る
た
め
で
は
な
く
︑
記
録
が
目
的
の
場
合
も
あ
り
︑
ま
た
は
風
流

を
見
習
う
の
が
目
的
の
も
の
も
見
受
け
ら
れ
る
︒

ま
と
め

　
鉄
翁
祖
門
は
江
稼
圃
に
師
事
し
た
も
の
の
︑
師
の
画
風
は
あ
ま
り
取
り
入
れ

て
お
ら
ず
︑
倪
瓚
・
黄
公
望
の
画
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
様
式
は
︑
む
し
ろ
新
安

派
と
共
通
す
る
趣
が
あ
り
︑
さ
ら
に
は
呉
派
の
雅
趣
を
も
汲
み
取
っ
て
い
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
の
よ
う
な
鉄
翁
の
画
風
の
好
み
は
︑
縮
図
冊

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
︑
彼
が
南
宗
画
を
大
量
に
鑑
賞
し
て
き
た
こ
と
に
由
来

す
る
の
で
あ
ろ
う
︒

　
一
方
︑
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
は
︑
師
の
江
稼
圃
が
属
す
る
四
王
派
へ
の
関
心
も

少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
︒
四
王
派
の
作
品
や
︑
画
家
の
伝
記
な
ど
を
学
習
し

て
い
た
こ
と
は
縮
図
冊
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
︒
し
か
し
江
稼
圃
の
指
導
に

従
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
鉄
翁
は
倣
古
︑
す
な
わ
ち
古
代
大
家
の
筆
法

を
模
倣
す
る
こ
と
に
は
あ
ま
り
興
味
を
示
さ
ず
︑
晩
年
の
作
品
で
は
韻
致
の
表

現
を
中
心
に
︑
南
宗
画
の
精
神
性
を
求
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
こ
れ
に
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よ
っ
て
到
達
し
た
独
自
の
画
風
に
は
︑
疎
放
な
湿
筆
︑
大
面
積
の
墨
塗
り
︑
全

体
的
に
淡
い
色
表
現
な
ど
︑
中
国
南
宗
画
と
は
や
や
異
な
り
︑
日
本
南
画
の
特

徴
も
示
さ
れ
て
い
る
︒
同
様
の
特
徴
は
︑
鉄
翁
以
降
の
南
画
に
も
し
ば
し
ば
確

認
で
き
る
︒

　
鉄
翁
の
画
業
を
支
え
た
重
要
な
基
盤
は
︑
一
つ
は
来
舶
清
人･

江
稼
圃
と
の

直
接
的
な
交
流
︑
も
う
一
つ
は
長
崎
に
お
け
る
豊
富
な
書
画
資
源
と
情
報
で

あ
っ
た
︒
縮
図
冊
に
記
録
さ
れ
て
い
る
書
画
の
内
容
を
整
理
・
分
析
す
る
こ
と

で
︑
十
九
世
紀
中
期
以
降
︑
明
末
以
降
の
南
宗
画
が
日
本
に
大
量
輸
入
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
幕
末
に
は
︑
長
崎
と
江
南
地
方
と
の
交
流
が
活
発
化
し

て
︑
同
時
代
作
家
の
作
品
も
多
く
伝
来
し
て
い
た
︒
こ
れ
に
よ
っ
て
︑
来
舶
清

人
に
教
わ
っ
た
知
識
や
情
報
を
︑
実
見
し
た
作
品
と
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
︒
縮
図
冊
に
は
︑
画
論
や
画
譜
の
学
習
の
跡
も
少
し
確
認
で
き

る
が
︑
実
作
品
の
鑑
賞
に
よ
る
学
習
が
最
も
主
要
な
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
︒
舶
載
作
品
の
主
要
な
も
の
は
︑
も
ち
ろ
ん
二
︑
三
流
の
画
家
の
作
品
で

あ
り
︑
贋
作
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
し
か
し
︑
清
王
朝
の
崩

壊
に
よ
っ
て
帝
室
収
蔵
が
流
出
す
る
前
の
時
期
︑
清
に
お
い
て
も
民
間
の
画

人
・
文
人
が
目
に
で
き
る
書
画
の
範
囲
は
か
な
り
狭
か
っ
た
は
ず
だ
︒
し
た

が
っ
て
︑
鉄
翁
が
実
見
し
た
舶
載
作
品
の
内
容
は
︑
彼
が
学
習
し
た
い
わ
ゆ
る

二
︑
三
流
の
中
国
画
家
た
ち
が
観
て
い
た
書
画
作
品
の
内
容
と
︑
そ
れ
ほ
ど
変

わ
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
︒

　
画
法
や
画
面
表
現
の
学
習
の
ほ
か
︑﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
な
ど
類
書
も
利
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
は
縮
図
冊
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
︒
画
賛
に
使
わ
れ
る
詩
や
画

論
を
あ
ら
か
じ
め
摘
録
し
て
お
く
こ
と
︑
そ
し
て
抄
写
と
い
う
行
為
自
体
も
︑

賛
文
の
内
容
を
吟
味
す
る
作
業
と
な
っ
た
だ
ろ
う
︒
鉄
翁
が
漢
文
を
書
け
た
と

い
う
証
拠
は
管
見
の
限
り
確
認
で
き
ず
︑
お
そ
ら
く
読
解
し
か
で
き
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
︒
も
ち
ろ
ん
︑
漢
詩
を
作
る
こ
と
も
で
き
な
い
︒

そ
の
た
め
自
作
の
題
は
︑
類
書
か
ら
抄
出
し
た
詩
や
画
論
を
借
用
す
る
し
か
な

い
︒
類
書
を
使
っ
て
文
人
と
し
て
の
教
養
不
足
を
補
い
︑
詩
書
画
一
体
の
文
人

絵
画
を
制
作
す
る
こ
と
は
︑
一
般
的
な
手
段
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
︒
田
能
村
竹
田

の
よ
う
な
漢
詩
も
よ
く
す
る
画
人
は
︑
あ
く
ま
で
も
少
数
で
あ
る
︒

　
鉄
翁
の
縮
図
冊
に
み
る
来
舶
清
人
と
の
交
流
は
一
端
に
過
ぎ
な
い
が
︑
そ
の

頻
度
や
自
由
度
は
︑
十
八
世
紀
の
そ
れ
を
遥
か
に
越
え
て
い
る
︒
十
九
世
紀
の

長
崎
に
お
け
る
来
舶
清
人
と
の
書
画
交
遊
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
が
︑

少
な
く
と
も
鉄
翁
の
場
合
に
は
︑
来
舶
清
人
の
書
画
を
盲
目
的
に
崇
め
る
こ
と

や
︑
そ
の
反
発
と
し
て
貶
す
な
ど
︑
十
八
世
紀
に
よ
く
見
ら
れ
た
来
舶
清
人
へ

の
評
価
を
め
ぐ
る
葛
藤
が
な
い
︒
徐
雨
亭
の
作
品
に
対
す
る
評
価
︑
徐
雨
亭
・

王
克
三
が
帰
国
し
た
後
も
持
続
し
て
い
た
文
通
と
書
画
贈
答
を
見
る
と
︑
鉄
翁

と
来
舶
清
人
と
の
交
友
関
係
は
対
等
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

　
作
品
と
縮
図
資
料
を
比
較
す
る
こ
と
で
︑
鉄
翁
が
最
新
の
明
清
画
を
熱
心
に

勉
強
し
な
が
ら
︑
自
分
な
り
の
理
解
も
加
え
て
画
法
を
吸
収
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
︒
そ
れ
で
も
︑
南
宗
画
と
い
う
高
く
掲
げ
る
理
想
を
目
指
し
つ
つ
も
︑

到
底
︑
前
人
の
表
現
の
領
域
を
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
︒
一
方
︑
そ
の
よ
う
な
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彼
が
高
名
を
得
た
の
は
︑
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け
る
立
ち
位
置
と
も
関
係

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
鉄
翁
に
入
門
し
た
数
多
く
の
遊
学
者
た
ち
が
︑
鉄

翁
の
名
を
全
国
へ
広
め
た
︒
し
か
し
遊
学
者
た
ち
が
長
崎
に
長
旅
を
し
て
ま
で

求
め
た
の
は
︑
鉄
翁
の
画
そ
の
も
の
で
は
な
く
︑
む
し
ろ
長
崎
に
あ
る
豊
か
な

書
画
資
源
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
︒
彼
ら
は
お
そ
ら
く
鉄
翁
と
同
じ
方
法

で
書
画
を
学
習
し
︑
ま
た
同
様
の
作
品
を
観
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
︒
換
言
す
れ

ば
︑
遊
学
者
が
長
崎
で
得
た
情
報
︑
観
た
書
画
の
内
実
︑
彼
ら
が
長
崎
ま
で
足

を
運
ん
で
求
め
た
こ
と
を
︑
鉄
翁
の
例
を
通
じ
て
一
瞥
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

こ
の
よ
う
に
︑
縮
図
冊
は
単
な
る
一
画
人
の
私
的
な
記
録
で
は
な
く
︑
幕
末
の

長
崎
に
お
け
る
中
国
画
の
流
通
状
況
を
示
す
一
つ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
理

解
し
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
︒

　
こ
の
意
味
で
︑
長
崎
と
い
う
開
か
れ
た
空
間
の
中
で
︑
幕
末
に
は
中
国
江
南

地
域
に
近
似
す
る
書
画
空
間
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
︒
中
国
へ
の

渡
航
が
不
自
由
な
時
期
に
︑
中
国
の
画
学
︑
特
に
南
宗
画
の
正
確
な
知
識
を
蓄

え
る
こ
と
が
で
き
た
場
所
は
︑
異
文
化
と
の
境
目
が
曖
昧
な
長
崎
で
あ
っ
た
︒

田
能
村
竹
田
が
提
起
し
た
長
崎
派
の
内
実
と
位
置
付
け
を
理
解
す
る
た
め
に
︑

こ
の
よ
う
な
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
書
画
空
間
の
実
像
を
さ
ら
に
解
明
す
る
必
要
が

あ
る
︒
舶
載
書
画
の
流
通
の
他
に
︑
来
舶
清
人
を
め
ぐ
る
交
遊
活
動
︑
及
び
長

崎
遊
学
者
の
移
動
に
み
る
長
崎
と
中
央
・
地
方
画
壇
と
の
関
連
も
視
野
に
入
れ
︑

三
都
に
対
す
る
長
崎
画
壇
の
位
置
付
け
を
再
考
す
る
こ
と
は
︑
中
央
画
壇
の
外

部
か
ら
の
視
点
を
新
た
に
発
見
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
︑
今
後
の
課
題
で
あ
る
︒

注（
（
（ 

田
能
村
竹
田
筆
︽
風
雨
渡
谿
図
︾
自
題
︑
竹
田
筆
︽
蔬
菜
争
奇
図
︾
自
題
︑
大
分
県

教
育
庁
管
理
部
文
化
課
編
﹃
大
分
県
先
哲
叢
書 

田
能
村
竹
田 

資
料
集 

絵
画
篇
﹄
大
分

県
教
育
委
員
会
︑
一
九
九
二
年
︑
図
版
（（（
︑
（（（
︒

（
（
（ 

梅
澤
精
一
﹃
日
本
南
画
史
﹄
南
陽
堂
本
店
︑
一
九
一
九
年
︑
八
六
九
頁
︒

（
（
（ 

永
見
徳
太
郎
﹃
長
崎
の
美
術
史
﹄
夏
汀
堂
︑
一
九
二
七
年
︒

（
（
（ 

古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄
大
正
堂
書
店
︑
一
九
八
三
年
︒

（
（
（ 

中
島
榮
一
郎
﹁
鐵
翁
随
感
﹂（﹃
長
崎
談
叢
﹄
第
一
輯
︑
一
九
二
八
年
（︑
林
源
吉
の
﹁
畫

僧
鐵
翁
と
漁
村
野
母
﹂（﹃
長
崎
談
叢
﹄
第
十
二
輯
︑
一
九
三
三
年
（
と
﹁
鐵
翁
と
逸
雲
﹂

（﹃
長
崎
談
叢
﹄
第
二
十
七
輯
︑
一
九
四
〇
年
（︑
増
田
廉
吉
﹁
畫
人 

鐵
翁
を
繞
る

人
々 

其
の
一
~
四
﹂（﹃
長
崎
談
叢
﹄
第
二
十
三
︑
二
十
六
︱
二
十
八
輯
︑
一
九
三
八
︱

一
九
四
一
年
（︒

（
（
（ 

鶴
田
武
良
﹁
研
究
資
料 

鉄
翁 

逸
雲 

湘
颿
に
つ
い
て
﹂︑﹃
國
華
﹄
第
一
〇
九
八
号
︑

一
九
八
六
年
︒
鶴
田
武
良
﹁
研
究
資
料 

校
刊
「
鉄
翁
書
簡
・
附
鉄
翁
宛
書
簡
」﹂﹃
美
術

研
究
﹄（
三
四
一
（︑
一
九
八
八
年
︒
ま
た
﹃
國
華
﹄
で
は
二
点
の
鉄
翁
筆
︽
春
景
山
水

図
︾（
第
四
九
七
︑
六
〇
七
号
（
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
︒

（
（
（ 

前
掲
永
見
徳
太
郎
﹃
長
崎
の
美
術
史
﹄︑
九
四
頁
︒
家
業
が
紺
屋
で
あ
る
記
録
は
︑
他

に
未
見
で
あ
る
︒
杉
原
夷
山
﹁
長
崎
の
三
大
家
﹂（﹃
書
畫
骨
董
雑
誌
﹄
七
三
︱
七
五
（

で
は
家
業
が
桶
屋
で
あ
る
と
書
い
て
あ
る
︒
な
お
︑
鉄
翁
の
生
家
は
長
崎
県
西
彼
杵
郡

野
母
村
に
あ
る
と
い
う
説
も
あ
る
（
前
掲
林
源
吉
﹁
畫
僧
鐵
翁
と
漁
村
野
母
﹂（︒

（
（
（ 

﹁
大
光
寺
過
去
帳
﹂:
寛
政
四
壬
子 

正
月
七
日 

一
玅
念 

銀
屋
町
　
日
高
三
五
良
祖
母

／
寛
政
十
三
辛
丑 

正
月
廿
二
日 

一
普
念 

磨
屋
町 

日
高
勘
右
衛
門
事
（
渡
辺
庫
輔

﹃
祖
門
鐵
翁
﹄
か
ら
引
用
（︒

（
（
（ 
同
上
︒

（
（1
（ 

江
稼
圃
に
師
事
︑
花
鳥
・
山
水
に
長
じ
る
︒
前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
伝
﹄︑
二

三
九
頁
を
参
照
︒

（
（（
（ 

妙
玄
が
法
名
で
あ
る
こ
と
は
︑
後
述
石
崎
融
思
筆
﹁
華
岳
山
小
景
図
﹂
に
よ
っ
て
分
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か
る
︒

（
（（
（ 
天
保
四
年
鉄
翁
が
彫
っ
た
春
徳
寺
世
代
図
に
よ
る
と
︑
鉄
翁
は
第
十
五
世
で
あ
る
︒

越
中
哲
也
編
﹃
長
崎
春
徳
寺
史
﹄
私
家
本
︑
一
九
八
一
年
︑
三
四
頁
︒

（
（（
（ 

同
上
︒

（
（（
（ 

小
原
克
紹
著
︑
森
永
種
夫
校
訂
﹃
続
長
崎
実
録
大
成
﹄
巻
六
﹁
寺
院
経
営
之
部 

下
﹂︑

﹃
長
崎
文
献
叢
書 
第
（
集 

第
（
巻
﹄
長
崎
文
献
社
︑
一
九
七
四
年
︑
一
二
七
頁
︒

（
（（
（ 

前
掲
鶴
田
武
良
﹁
研
究
資
料 

鉄
翁 

逸
雲 

湘
颿
に
つ
い
て
﹂︒

（
（（
（ 

前
掲
増
田
廉
吉
﹁
畫
人
鐵
翁
を
繞
る
人
々 

其
の
一
~
四
﹂︒

（
（（
（ 

長
崎
市
立
博
物
館
編
﹃
長
崎
市
立
博
物
館
資
料
図
録
Ⅵ
︱
︱
所
蔵
名
品
編
﹄
長
崎
市

立
博
物
館
︑
一
九
九
八
年
︑
一
〇
八
頁
︒

（
（（
（ 

御
薗
生
翁
甫
編
﹃
防
府
史
料 

第
七
輯
﹄
防
府
史
料
保
存
会
︑
一
九
六
三
年
︑
一
頁
︒

（
（（
（ 

原
文
は
倉
野
煌
園
﹃
鉄
翁
画
談
﹄（
鴻
盟
社
︑
一
八
八
五
年
（
を
参
照
︒

（
（1
（ 

前
掲
倉
野
煌
園
﹃
鉄
翁
画
談
﹄︒

（
（（
（ 

藤
岡
作
太
郎
﹃
近
世
絵
画
史
﹄
ぺ
り
か
ん
社
︑
一
九
八
三
年
︑
一
九
七
頁
︒

（
（（
（ 

﹃
墨
林
今
話
﹄
の
版
本
と
編
集
に
つ
い
て
は
賴
毓
芝
︽
從
︿
墨
林
今
話
﹀
的
編
輯
看
明

治
初
年
中
日
文
化
圈
的
往
來
︾（︽
美
術
史
研
究
集
刊
︾
第
二
七
期
︑
二
〇
〇
九
年
（
を

参
照
︒

（
（（
（ 

長
崎
県
立
美
術
館
編
﹃
唐
絵
目
利
と
同
門
﹄︑
長
崎
県
教
育
委
員
会
︑
一
九
九
八
年
︑

七
一
頁
︒

（
（（
（ 

前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄︑
二
四
七
頁
︒

（
（（
（ 

若
木
太
一
ほ
か
執
筆
︑
植
松
有
希
編
﹃
小
西
家
所
蔵
・
南
画
家
木
下
逸
雲
資
料
目
録
﹄︑

調
査
報
告
︑
二
〇
一
二
年
︑
粉
本
・
人
物
図
（（
︒

（
（（
（ 

渡
辺
庫
輔
﹃
鐵
翁
逸
雲
梧
門
梅
泉
墨
酣
年
譜
﹄︒

（
（（
（ 

前
掲
倉
野
煌
園
﹃
鉄
翁
画
談
﹄︒

（
（（
（ 

江
稼
圃
の
生
涯
と
渡
日
経
歴
に
つ
い
て
︑
唐
権
﹁
蘇
州
江
氏
家
族
来
舶
清
人
考
︱
︱

稼
圃
︑
芸
閣
︑
星
畬
的
生
平
與
赴
日
経
歴
﹂（
金
程
宇
編
﹃
域
外
漢
籍
研
究
集
刊
﹄
第
二

十
四
輯
︑
中
華
書
局
︑
二
〇
二
二
年
（
を
参
照
︒

（
（（
（ 

古
原
宏
伸
﹁
波
濤
を
越
え
て
﹂
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
﹃
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

中
国

の
絵
画
︱
︱
来
舶
画
人
﹄
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
︑
一
九
八
六
年
︑
一
六
︱
一
九
頁
︒

（
（1
（ 

森
鷗
外
﹁
伊
澤
蘭
軒
﹂﹃
鷗
外
全
集 

第
十
七
巻
﹄︑
岩
波
書
店
︑
一
九
七
三
年
︑
二
二

二
頁
︒

（
（（
（ 

金
井
俊
行
﹃
増
補
長
崎
略
史 

第
六
巻
﹄
長
崎
市
役
所
編
﹃
長
崎
叢
書
（
下
（﹄
原
書

房
︑
一
九
七
三
年
︑
二
六
七
頁
︒
梅
泉
は
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
（
十
六
歳
で
稽
古
通

事
と
な
り
（
宮
田
安
﹃
唐
通
事
家
系
論
攷
﹄
長
崎
文
献
社
︑
一
九
七
九
年
︑
二
二
一
頁
（︑

江
稼
圃
に
入
門
し
た
の
は
十
九
歳
か
ら
二
十
五
歳
︑
す
な
わ
ち
江
稼
圃
が
初
め
て
来
朝

し
た
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
（
か
ら
文
化
七
年
の
間
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
︒
大

田
南
畝
が
︑
長
崎
に
支
配
勘
定
と
し
て
着
任
し
た
文
化
元
年
に
江
稼
圃
と
知
り
合
い
に

な
っ
た
（﹁
瓊
浦
雜
綴
﹂
濱
田
義
一
郎
編
﹃
大
田
南
畝
全
集 

第
八
巻
﹄
岩
波
書
店
︑
一

九
八
六
年
︑
五
一
五
頁
（
こ
と
か
ら
︑
南
畝
と
も
親
交
す
る
梅
泉
が
︑
こ
の
時
に
江
稼

圃
に
入
門
し
た
可
能
性
は
十
分
あ
る
︒

（
（（
（ 

例
え
ば
遊
竜
梅
泉
を
邦
彦
に
間
違
え
た
り
︑
鉄
翁
が
邦
彦
か
ら
江
稼
圃
の
画
法
を
得

た
り
し
た
こ
と
な
ど
（
前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄
二
四
七
頁
（︒
ま
た
陳
逸

舟
の
師
王
源
に
つ
い
て
︑
清
画
家
に
は
同
名
の
人
物
が
二
人
い
る
が
︑
い
ず
れ
も
王
翬

と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
（
兪
剣
華
編
﹃
中
国
美
術
家
人
名
辞
典
﹄
上
海
人
民
美
術
出

版
社
︑
二
〇
〇
九
年
︑
一
一
五
頁
（︒

（
（（
（ 

前
掲
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
﹃
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン 

中
国
の
絵
画
︱
︱
来
舶
画
人
﹄

図
（（
︒

（
（（
（ 

前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄
二
三
二
頁
︒

（
（（
（ 

前
掲
永
見
徳
太
郎
﹃
長
崎
の
美
術
史
﹄
二
三
七
頁
︒

（
（（
（ 

米
沢
嘉
圃
﹁
江
稼
圃
筆 

倣
黄
公
望
山
水
図
﹂﹃
國
華
﹄
第
九
三
九
号
︑
一
九
七
一
年
︒

（
（（
（ 
前
掲
鶴
田
武
良
﹁
研
究
資
料 

鉄
翁 

逸
雲 

湘
颿
に
つ
い
て
﹂︒

（
（（
（ 
恩
賜
京
都
博
物
館
編
﹃
長
崎
派
写
生
・
南
宗
名
画
選
﹄（
便
利
堂
︑
一
九
三
九
年
（
で

は
︽
青
緑
山
水
図
︾
と
題
す
る
︒

（
（（
（ 

長
崎
県
立
美
術
博
物
館
﹃
長
崎
を
訪
れ
た
中
国
人
の
絵
画
﹄
長
崎
県
立
美
術
博
物
館
︑



十九世紀長崎南画壇の片影 

67

一
九
八
三
年
︑
江
蘇
（‒

（
︒

（
（1
（ 
例
え
ば
前
掲
﹃
長
崎
派
写
生
・
南
宗
名
画
選
﹄
所
収
の
︽
溪
山
飛
泉
図
︾（
無
紀
年
（

と
︽
山
水
図
︾（
嘉
慶
二
十
二
年
︑
一
八
一
七
（
が
あ
る
︒

（
（（
（ 

古
賀
十
二
郎
が
言
及
し
た
木
下
家
の
鉄
翁
粉
本
は
︑
署
名
が
な
い
た
め
今
回
は
論
外

に
す
る
（
前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄
二
四
七
頁
（︒

（
（（
（ 

前
田
淑
﹃﹁
鉄
翁
画
談
﹂
と
倉
野
煌
園
﹄
勉
誠
社
︑
一
九
八
二
年
︑
一
九
六
頁
︒

（
（（
（ 

相
馬
九
方
（
一
八
〇
一
︱
一
八
七
九
︑
名
は
肇
︑
字
は
元
基
（
は
讃
岐
出
身
︑
和
泉

岸
和
田
藩
校
﹁
講
習
館
﹂
で
教
授
を
務
め
た
儒
者
で
あ
る
︒

（
（（
（ 

﹃
鉄
翁
画
談
﹄
で
は
︑
黄
慎
の
作
品
に
言
及
し
て
い
る
︒

（
（（
（ 

前
掲
鶴
田
武
良
﹁
研
究
資
料 

校
刊
「
鉄
翁
書
簡
・
附
鉄
翁
宛
書
簡
」﹂︑
四
︒

（
（（
（ 

﹃
佩
文
斎
画
説
輯
要
﹄
に
は
張
懐
の
画
論
が
収
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
︑
鉄
翁
は
こ
の

摘
録
本
で
は
な
く
元
の
﹃
佩
文
斎
書
画
譜
﹄
を
使
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
︒

（
（（
（ 

脇
本
十
九
郎
﹁
探
幽
縮
図
に
つ
い
て
﹂﹃
美
術
研
究
﹄（
四
（︑
一
九
三
二
年
︒

（
（（
（ 

同
上
︒

（
（（
（ 

王
寅
を
除
外
し
た
理
由
は
後
文
で
触
れ
る
︒
ま
た
付
録
﹁
鉄
翁
筆
縮
図
冊
所
見
作

品
﹂
で
は
同
じ
理
由
で
王
寅
を
来
舶
中
国
人
か
ら
除
外
し
た
︒

（
（1
（ 

宗
像
晋
作
﹁
高
橋
草
坪
の
山
水
画
︱
︱
明
清
画
受
容
の
一
様
相
﹂
出
光
美
術
館
編
﹃
出

光
美
術
館
研
究
紀
要
﹄
第
十
八
号
︑
二
〇
一
二
年
︒

（
（（
（ 

杉
本
欣
久
﹁
江
戸
後
期
の
「
展
観
録
」
と
「
款
録
」
に
み
る
中
国
書
画
﹂
黒
川
古
文

化
研
究
所
編
﹃
古
文
化
研
究
:
黒
川
古
文
化
研
究
所
紀
要
﹄（
十
二
（︑
二
〇
一
三
年
︒

（
（（
（ 

同
上
︒

（
（（
（ 

前
掲
古
賀
十
二
郎
﹃
長
崎
画
史
彙
伝
﹄︑
五
四
五
頁
︒

（
（（
（ 

鈴
木
敬
編
﹃
中
國
繪
畫
總
合
圖
録 

第
四
巻 

日
本
篇
Ⅱ 

寺
院
・
個
人
﹄
東
京
大
学
出

版
会
︑
一
九
八
三
年
︑JP（（ –11（

︒

（
（（
（ 

渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
﹃
中
国
絵
画
を
た
の
し
む
︱
︱
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
﹄
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
︑
一
九
九
八
年
︑
図
（（
︒

図
版
出
典
一
覧

図
（
　
鉄
翁
︽
水
墨
山
水
図
︾:
春
徳
寺
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（
　
鉄
翁
︽
西
山
記
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（
　
鉄
翁
︽
浅
絳
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（ 

鉄
翁
︽
浅
絳
山
水
図
︾:
豊
後
日
田
町
千
原
家
所
蔵
品
入
札
︑
東
京
文
化
財
研
究
所
売

立
目
録
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
美
研‒1（（（  11（（

︒

図
（ 

鉄
翁
︽
着
色
松
林
滝
山
水
図
︾:
高
松
市
塩
田
氏
所
蔵
品
入
札
︑
東
京
文
化
財
研
究
所

売
立
目
録
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
美
研‒1（（（  11（（

︒

図
（
　
鉄
翁
︽
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（
　
鉄
翁
︽
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（
　
鉄
翁
︽
水
墨
山
水
図
︾:
小
林
家
及
某
家
御
蔵
品
売
立
︑
東
京
文
化
財
研
究
所
売
立
目

録
ア
ー
カ
イ
ブ
︑
美
研‒1（（（  11（1

︒

図
（ 

江
稼
圃
︽
山
水
図
︾:﹁
江
稼
圃
筆
山
水
圖
（
玻
璃
版
（﹂﹃
國
華
﹄
第
三
四
九
号
︑
一

九
一
九
年
︑
四
四
九
頁
︒

図
（1 

江
稼
圃
︽
秋
景
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（（ 

江
稼
圃
︽
清
谿
重
嶺
図
︾:
個
人
蔵
︒

図
（（ 

鉄
翁
︽
秋
景
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（（ 

鉄
翁
︽
谿
山
無
尽
図
︾:
恩
賜
京
都
博
物
館
編
﹃
長
崎
派
写
生
・
南
宗
名
画
選
﹄︑
便

利
堂
︑
一
九
三
九
年
︑
図
（（1
︒

図
（（ 

鉄
翁
︽
山
水
図
︾:
春
陽
軒
並
某
家
所
蔵
品
入
札
︑
東
京
文
化
財
研
究
所
売
立
目
録

ア
ー
カ
イ
ブ
︑
美
研‒（（（（  11（（

︒

図
（（ 

鉄
翁
︽
秋
景
山
水
図
︾:
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
︒

図
（（ 
鉄
翁
︽
山
水
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（（
　
鉄
翁
︽
雪
景
山
水
図
︾:
長
崎
南
山
手
美
術
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（
　
鉄
翁
︽
冬
山
密
雪
図
︾:
熊
本
県
立
美
術
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（
　
鉄
翁
︽
雪
景
山
水
図
︾:
ミ
ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵
︒

図
（1 

﹃
古
今
書
画
縮
図
﹄
第
一
・
二
冊
︑﹃
縮
図
抜
萃
﹄﹃
画
論
抜
萃
山
水
花
卉
縮
図
﹄
表
紙
:
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長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（
~
（（
︑
（（
︑
（（
　
鉄
翁
﹃
古
今
書
画
縮
図
﹄
第
二
冊
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︑
筆

者
撮
影
︒

図
（（ 

祁
豸
佳
︽
書
画
冊
︾
第
（
図
:
個
人
蔵
︑
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
編
﹃
中
国
絵
画
を

た
の
し
む
︱
︱
橋
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
﹄
渋
谷
区
立
松
濤
美
術
館
蔵
︑
一
九

九
八
年
︑
図
（（
︒

図
（（
　
鉄
翁
﹃
縮
図
抜
萃
﹄︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（
　
鉄
翁
﹃
古
今
書
画
縮
図
﹄
第
一
冊
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（
　
江
稼
圃
︽
天
平
幽
境
図
︾:
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︒

図
（1
　
鉄
翁
﹃
画
論
抜
萃
山
水
花
卉
縮
図
﹄︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
蔵
︑
筆
者
撮
影
︒

図
（（ 

沈
周
︽
古
木
寒
鴉
図
︾:︽
纽
约
苏
富
比
拍
卖
有
限
公
司
（
（
（
（
年
秋
季
中
国
书
画

拍
卖
图
录
︾
図
（
︑
田
洪
・
田
琳
編
著
︽
沈
周
绘
画
作
品
编
年
图
录 

上
︾（
天
津
人

民
美
術
出
版
社
︑
二
〇
一
二
年
︑
四
六
頁
（
よ
り
引
用
︒

謝
辞

　
本
研
究
に
あ
た
り
︑
長
崎
華
嶽
山
春
徳
寺
住
職
平
野
和
紀
氏
︑
長
崎
南
山
手
美
術
館
の
常

川
和
宏
氏
︑
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
長
岡
枝
里
氏
︑
熊
本
県
立
美
術
館
の
金
子
岳
史
氏
に

は
調
査
の
機
会
を
賜
り
︑
そ
の
厚
意
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
︒
な
お
本
研
究
は
出
光
美

術
館
助
成
事
業
部
の
研
究
・
調
査
助
成
（（1（（ .（ –（1（（ .（

（︑
及
び
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費

（（ K
J（（（（

の
助
成
を
受
け
た
研
究
の
成
果
で
あ
る
︒
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付録　鉄翁筆縮図冊所見作品
【凡例】　▲：日本人　●：来舶中国人　〇：部分的な縮図あり　◎：完全な縮図あり　□：判読不能　字：判読不確実

A：古今書画縮図（古今縮図①）　B：古今書画縮図（古今縮図②）　C：縮図抜萃（縮図抜萃①）　D：画論抜萃山水花卉
縮図（縮図抜萃②）

位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地
（ A三ウ 花卉 〇 （（（（ 顧原 浙江紹興
（ A四ウ 蘭か （（（（ 山田梅村▲ （（（（–（（（（ 伊予国
（ A五オ 花卉（鉄翁に贈る） 〇 江戸、（（世紀 田能村竹田▲ （（（（–（（（（ 豊後国
（ A五オ 花卉か 江戸 松山陶鴻▲
（ A六オ 果蔬（菜根図） ◎ 清、（（世紀 高鳳翰 （（（（–（（（（ 山東／江蘇揚州
（ A六オ 果蔬（九華図） ◎ 清、（（世紀 高鳳翰 （（（（–（（（（ 山東／江蘇揚州
（ A七オ 山水（弁峯秋霽図） ◎ 元 倪瓚 （（1（–（（（（ 江蘇無錫
（ A七ウ 果蔬（丹荔図） ◎ 清、（（世紀 高鳳翰 （（（（–（（（（ 山東／江蘇揚州
（ A八オ 果蔬（倣十竹齋） ◎ 清、（（世紀 高鳳翰 （（（（–（（（（ 山東／江蘇揚州
（1 A九ウ 梅（鉄翁に贈る） ◎ （（（（ 顔亮生● ［（（（（–安政頃］

（（ A一〇オ 書 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（ A一〇ウ 合作題字 （（（（ 林夢龍●
（（ A一〇ウ 蘭竹芝 （（（（ 華昆田● ［（（（（–（（（（頃］
（（ A一〇ウ 合作題字 （（（（ 王蘭亭● ［（（（（–（（（（］
（（ A一〇ウ 合作題字 （（（（ 鈕心園● ［（（（1–（（（1］
（（ A一一オ 合作題字 （（（（ 顔亮生● ［（（（（–安政頃］
（（ A一二オ 花か 〇 清、（（世紀 楊覚三● ［天保頃］ 江蘇蘇州
（（ A一二オ 花 清、（（世紀 沈萍香● ［（（（（–（（（（］ 江蘇蘇州
（（ A一三ウ 竹（倣李夫人） 清、（（世紀 夏東旭 江蘇蘇州
（1 A一四オ 蘭 （（（（ 庭洵
（（ A一四ウ 蘭竹霊芝図 蒲郎
（（ A一四ウ 書 槑村生
（（ A一四ウ 書 竹庵主人
（（ A一五ウ 蘭か（倣陳淳） 淵泉
（（ A一五ウ 蘭か 鉄丹
（（ A一六オ 水仙か 清、（（世紀 木庵● （（（（–（（（（ 福建晋江
（（ A一六オ 蓮か（倣王武） 抔華
（（ A一七オ 山水 〇 明 張翬 江蘇太倉
（（ A一八オ 題跋か 泰圃
（1 A一八オ 米法水墨山水 清、（（世紀 費晴湖● ［安永頃–（（（（］ 浙江湖州
（（ A一八オ 牡丹 清、（（–（（世紀 孫桐
（（ A一八ウ 花卉 〇 馮宗海
（（ A一八ウ 山水 田浩
（（ A一九オ 山水 〇 （（（（ 葉道本 江蘇湖北

（（ A一九ウ 山水 ◎ （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（ A二一オ 書 清、（（世紀 沈萍香● ［（（（（–（（（（］
（（ A二一ウ 雲樵図 明 王問 （（（（–（（（（ 江蘇無錫
（（ A二一ウ 梅か 元 王冕 （（（（–（（（（
（（ A二一ウ 蓮か 清、（（世紀 費晴湖● ［安永頃–（（（（］ 浙江湖州

（1 A二三オ 自題か 清、（（世紀 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（ A二四オ 竹（倣管道昇） （（（（ 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ A二五オ 華喦画題筌 （（（（ 錢少虎● ［（（（（–（（（1］
（（ A二五オ 華喦画題跋 （（（（ 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ A二六ウ 花卉（臨陳淳） 清、（（世紀 辺寿民か （（（（–（（（（ 江蘇淮安
（（ A二六ウ 花卉 ◯ 清、（（（（か 陳棠 浙江温嶺
（（ A二七オ 花卉 ◯ 清、（（世紀 顔亮生● ［（（（（–安政頃］
（（ A二七オ 梅菊 ◯ （（（（ 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ A二七ウ 紫薇花題 清、（（世紀 翟大坤 ？–（（1（ 浙江嘉興／蘇州
（（ A二七ウ 黃蜀葵題 清、（（世紀 翟大坤 ？–（（1（ 浙江嘉興／蘇州
（1 A二七ウ （（（（ 林夢龍●
（（ A二七ウ （（（（ 顧子翼●
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地
（（ A二七ウ （（（（ 陳吉人● 江蘇崑山
（（ A二七ウ （（（（ 林夢龍●
（（ A二七ウ （（（（ 傅雲涛●
（（ A二七ウ （（（（ 奚梅●
（（ A二八オ 山水（倣沈周） ◎ （（（1 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ A二八ウ 江戸、（（世紀 田能村竹田▲ （（（（–（（（（ 豊後国
（（ A二八ウ 江戸、（（世紀 田能村竹田▲ （（（（–（（（（ 豊後国

（（ A二八ウ 山水 清 華喦 （（（（–（（（（ 福建上杭／浙江
杭州

（1 A三一オ 山水（模燕文貴） ◎ 清 奚岡 （（（（–（（1（ 浙江杭州
（（ A三二ウ 山水（黄公望意） 明 藍瑛 （（（（–（（（（ 浙江杭州
（（ A三三オ 山水（董其昌法） 〇 明、（（世紀 王端 （（（（–（（（（ 浙江平湖
（（ A三三ウ 花卉 〇 （（（（ 華昆田● ［（（（（–（（（（頃］

（（ A三四オ 書 （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（ A三四オ 山水 清 沈唐 浙江杭州／江蘇
蘇州

（（ A三四オ 人物か（羅浮仙影） （（（（ 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ A三五ウ 竹 〇 清、（（世紀 木庵● （（（（–（（（（ 福建晋江
（（ A三五ウ 菊 〇 清、（（世紀 木庵● （（（（–（（（（ 福建晋江
（（ A三六オ 米法山水（鉄翁に贈る） 〇 毛杲●？
（1 A三七オ 華喦画題筌 （（（（ 錢少虎● ［（（（（–（（（1］
（（ A三七オ 華喦画題跋 （（（（ 陳逸舟● ［（（（（–嘉永頃］ 浙江
（（ B一オ 山水 ◎ （（（（ 黄琛 浙江杭州
（（ B一オ 花卉 ◎ 清、（（世紀 王武 （（（（–（（（1 江蘇蘇州
（（ B一ウ 山水（黄公望意） 〇 沈惠于 江蘇蘇州か
（（ B一ウ 明 周之冕 （（（（–？ 江蘇蘇州
（（ B一ウ 明 董其昌 （（（（–（（（（ 上海松江
（（ B一ウ 明末か 曹泰然
（（ B一ウ 梅 □□源 江蘇蘇州
（（ B二オ 水仙墨梅題 明 文徵明 （（（1–（（（（ 江蘇蘇州
（1 B二オ 明 文徵明 （（（1–（（（（ 江蘇蘇州
（（ B二オ 山水か（倣王蒙） 清 欽楫 江蘇蘇州
（（ B二ウ 山水 ◯ 谿璵
（（ B三オ 山水 ◎ 明、（（（（か 陳元揆

（（ B三オ 山水 ◎ （（（（ 李流芳 （（（（–（（（（ 安徽歙県／上海
嘉定

（（ B三オ 山水 ◎ 清、（（（（か 顧大申 上海松江
（（ B三ウ 梅（呉鎮意） ◎ （（（（ 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（（ B三ウ 米法山水 ◎ （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（ B三ウ 山水 ◎ （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（ B四オ 山水（倣元人筆意） ◎ 清 沈宗敬 （（（（–（（（（ 上海松江
（1 B四ウ 山水 〇 張于 江蘇常州
（（ B五オ 菊 ◎ （（（（ 金俊明 （（1（–（（（（ 江蘇蘇州
（（ B五オ 花卉（法孫克弘） 〇 許傑
（（ B五オ 花卉 〇 許傑
（（ B五ウ 清 汪士鋐 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州
（（ B五ウ ブドウ ◎ （（（（ 魏之璜 （（（（–（（（（ 江蘇南京
（（ B五ウ 山水 〇 （（（（ 謝谷 江蘇南通
（（ B五ウ 山水 〇 清 陸遠
（（ B六オ 山水（董源法） 清、（（世紀 藍瑛 （（（（–（（（（ 浙江杭州
（（ B六オ 清 李馥堂 四川合川
（11 B六オ 橫雲□山人

（1（ B六オ （（（（ 李觶 （（（（–？ 江蘇興化／江蘇
揚州

（1（ B六ウ 清 孫樹峰 浙江餘姚

（1（ B六ウ 山水（董源法） （（（（ 査士標 （（（（–（（（（ 安徽休寧／江蘇
揚州

（付録つづき）
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地

（1（ B六ウ 清、（（世紀 龔賢 （（（（–（（（（ 江蘇崑山／江蘇
南京

（1（ B七オ 書か 姚水癡 浙江杭州
（1（ B七オ 山水（倣董其昌） ◯ 清、（（世紀 朱軒 （（（1–（（（1 上海松江
（1（ B七オ 山水 ◯ 載峻
（1（ B八オ 山水 元 倪瓚 （（1（–（（（（ 江蘇無錫
（1（ B八オ 倪瓚画題跋 （（（（ 呉偉業 （（1（–（（（（ 江蘇崑山
（（1 B八オ 倪瓚画題跋 （（（（ 陸機
（（（ B八ウ 書 範長発（柏堂）
（（（ B八ウ 十五松山房詩冊 清、（（世紀 陸次公
（（（ B八ウ 十五松山房詩冊題 清、（（世紀 張大鏞か（鹿樵） 江蘇常熟
（（（ B八ウ 十五松山房詩冊題 清、（（世紀 魏裔介 （（（（–（（（（ 河北柏郷
（（（ B八ウ 十五松山房詩冊題 清、（（世紀 龔鼎孳 （（（（–（（（（ 安徽合肥
（（（ B九オ 十五松山房詩冊題 清、（（世紀 施維翰 （（（（–（（（（ 上海松江
（（（ B九オ 明 倪元璐 （（（（–（（（（ 浙江上虞
（（（ B九ウ 書 清 顧成天 （（（（–（（（（ 上海

（（（ B一〇オ～
一一ウ 山水画帖（内四図） ◎ （（（1 奚岡 （（（（–（（1（ 浙江杭州

（（1 B一二オ 書 李東河
（（（ B一二オ 書 （（（（ 孫岳頒 （（（（–（（1（
（（（ B一二ウ 合作竹石図 ◯ （（（（ 馮起震 （（（（–（（（（ 山東益都
（（（ B一二ウ 合作竹石図 ◯ （（（（ 馮可賓 山東益都
（（（ B一三オ 山水 ◎ 清 陸灝 上海松江
（（（ B一三ウ 山水 ◎ 清 韓曠 上海松江
（（（ B一四オ 山水 ◎ 清 陸坦 上海松江
（（（ B一四ウ 竹石 ◎ 清 佟国玿
（（（ B一四ウ 蘭（銭朝鼎法） ◯ 清 完生
（（（ B一五オ 山水 ◎ 清 石頤 江蘇如皋
（（1 B一五ウ 書 清 馮汝軾
（（（ B一五ウ 書 清 楊中訥 （（（（–（（（（ 浙江海寧
（（（ B一五ウ 花卉 〇 清 蔣廷錫 （（（（–（（（（ 江蘇常熟
（（（ B一五ウ 花卉か 〇 清 蔣廷錫 （（（（–（（（（ 江蘇常熟
（（（ B一五ウ 山水（倣倪瓚） 〇 陸華
（（（ B一五ウ 果物か 〇 清 蔣廷錫 （（（（–（（（（
（（（ B一六オ 倣管夫人竹窩図 〇 （（1（ 範廷鎮 江蘇常州
（（（ B一六オ 李道修
（（（ B一六ウ 花卉 〇 清 蔣廷錫 （（（（–（（（（ 江蘇常熟
（（（ B一六ウ 山水 〇 陳楙

（（1 B一六ウ 果物か 〇 明 程嘉燧 （（（（–（（（（ 浙江杭州／上海
嘉定

（（（ B一六ウ 合作 〇 王広川
（（（ B一六ウ 合作 〇 潘增潤
（（（ B一七オ 山水 〇 大□張彦
（（（ B一七オ 山水（倣趙孟頫） ◎ （（（（ 朱治憪 江蘇常熟
（（（ B一七オ 明 米萬鐘 （（（1–（（（（ 陝西／北京
（（（ B一七ウ 錄晋人菊花賦 朱渡
（（（ B一七ウ 明 趙珣（趙之璧） 福建莆田
（（（ B一八オ 花卉果蔬画帖か ◯ 朱渡
（（（ B一八ウ 清、（（世紀 王鐸 （（（（–（（（（ 河南孟津

（（1 B一八ウ 書 清、（（世紀 鄭燮 （（（（–（（（（ 江蘇興化／江蘇
揚州

（（（ B一八ウ 書 清 陳鴻寿 （（（（–（（（（ 浙江杭州
（（（ B一八ウ 清、（（世紀 項聖謨 （（（（–（（（（ 浙江嘉興
（（（ B一八ウ 山水 ◎ 清 秦涵 安徽歙県か
（（（ B一九オ 書 清 汪士鋐 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州

（（（ B一九オ 竹石か ◎ （（（（ 帰昌世 （（（（–（（（（ 江蘇崑山／江蘇
常熟

（（（ B一九オ 山水 ◎ 清、（（世紀 曹廷棟 （（（（–（（（（ 浙江嘉善

（付録つづき）
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地

（（（ B一九ウ 山水（遠浦歸帆） 〇 （（1（ 宋旭 （（（（–？ 浙江嘉興（一説
湖州）

（（（ B一九ウ 花卉か（金粉露華、徐崇
嗣法） 紅鵞

（（（ B一九ウ 山水（倣董源） ◎ （（（（ 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興
（（1 B一九ウ 山水 ◎ 成大□

（（（ B二〇オ 山水 ◎ （（（（ 張洽 （（（（–？ 江蘇蘇州（異説
あり）

（（（ B二〇ウ 山水 ◎ 明 董孝初 上海華亭
（（（ B二〇ウ 樹石（王紱筆意） ◎ 清 龔御 上海松江
（（（ B二一オ 山水（黄公望法） ◎ 符六

（（（ B二一オ 菊石（呉鎮法泉石晚春
図） ◎ （（（（ 藍瑛 （（（（–（（（（ 浙江杭州

（（（ B二一ウ 山水（黄公望法） ◎ （（（（ 王昱 江蘇太倉
（（（ B二二オ 山水（董其昌法） ◎ 清 奚岡 （（（（–（（1（ 浙江杭州
（（（ B二二ウ 山水 ◎ （（（（ 李杭之 ？–（（（（ 安徽歙県
（（（ B二三オ 曹垂星画題跋 （（（（か 陸晋錫 上海か
（（1 B二三オ 山水 ◎ （（（（か 曹垂星 上海松江

（（（ B二四ウ 柿（百事如意、鉄翁に贈
る） ◎ （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖

（（（ B二四ウ 梅（鉄翁に贈る） ◎ （（（（ 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（（（ B二四ウ 山水（夏壑松陰） 何璉
（（（ B二四ウ 山水（倣米芾雲山図） （（（（ 奚岡 （（（（–（（1（ 浙江杭州

（（（ B二五ウ 花果（年号と年齢が合
わないため贋作か） ◎ （（（（ 謝時臣 （（（（ 江蘇蘇州

（（（ B二五ウ 花卉（三秋競艶） ◎ 明 陳淳 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ B二六オ 山水（倣呉鎮） ◎ 清、（（世紀 王寅 ［明治（1年代］ 江蘇南京
（（（ B二六ウ 山水（沈周意） ◎ （（（（ 孔毓雲 福建上杭
（（（ B二六ウ 花卉 ◎ （（（（ 孔毓雲 福建上杭
（（1 B二七オ 山水（沈周法） ◎ 清、（（世紀 王寅 ［明治（1年代］ 江蘇南京
（（（ B二七ウ 山水（倣倪瓚） ◎ （（（（ 履泰
（（（ B二八ウ 山水（倣董其昌） ◯ 清 潘思牧 （（（（–？ 江蘇鎮江
（（（ B二八ウ 山水 ◯ 清 米漢雯
（（（ B二九ウ 山水 清、（（世紀 査士標 （（（（–（（（（ 安徽海陽

（（（ B三一オ～
三二オ

倣古山水画帖（撫古十
二幀、内五図） ◎ （（（（ 呉歷 （（（（–（（（（ 江蘇常熟

（（（ B三一ウ 題跋か 沈璉
（（（ B三三ウ 臨董其昌跋語 清 王文治 （（（1–（（1（ 江蘇鎮江
（（（ B三四ウ 山水 ◎ 戴天瑞 江蘇蘇州
（（（ B三五オ （（（（ 李活泉●

（（1 B三五オ （（（（ 林雲逵● （（（（–？
［（（（（–明治（1年代］ 広東四会県

（（（ B三五ウ 書 清、（（世紀 顧光旭 （（（（–（（（（ 江蘇無錫

（（（ B三五ウ 山水（黄公望法） ◯ 清、（（世紀 鮑楷 安徽歙縣／江蘇
揚州

（（（ B三六オ 山水 ◯ 清 唐棣 上海

（（（ B三七ウ 竹 ◯ 清 鄭燮 （（（（–（（（（ 江蘇興化／江蘇
揚州

（（（ B三八ウ 梅 ◎ 明 陳継儒 （（（（–（（（（ 上海松江
（（（ B三八ウ 山水（秋江待渡） ◎ 清、（（世紀 伊孚九● （（（（–？ ［（（（1–（（（（］江蘇蘇州

（（（ B三九オ～
三九ウ 書画冊（内三図） ◎ 清、（（世紀 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興

（（（ B四〇オ 明 張瑞図 （（（1–（（（（ 福建晋江

（（（ B四〇オ 山水か（呉鎮法） 清、（（世紀 馬豫 陝西綏徳／江蘇
南京

（11 B四〇オ （（（（ 李因 （（（（–（（（（ 浙江杭州
（1（ B四〇オ 李因画跋 明 葛徵奇 ？–（（（（ 浙江海寧

（1（ B四〇オ 石濤 清 石濤 （（（（–（（1（ 広西桂林／湖北
武昌

（付録つづき）
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地

（1（ B四〇ウ 山水か（仿古十二幀） 清 張問陶 （（（（–（（（（ 四川遂寧／江蘇
蘇州

（1（ B四一オ 山水 ◎ 清 王宜 江蘇太倉
（1（ B四一ウ 山水 ◎ 清、（（世紀 王宸 （（（1–（（（（ 江蘇太倉

（1（ B四二オ 山水 ◎ 清、（（世紀 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（1（ B四二ウ 山水（王蒙意） （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（1（ B四三ウ 樹石か 邵沙 浙江杭州
（1（ B四三ウ 倣古四幀 （（（（ 王昱 江蘇太倉
（（1 B四四オ （（（（ 王巘 江蘇蘇州
（（（ B四四オ 清、（（世紀 項聖謨 （（（（–（（（（ 浙江嘉興

（（（ B四四ウ 松 ◯ （（（（ 沈春澤 江蘇常熟／江蘇
南京

（（（ B四五オ 文五峰山水合冊 明 文伯仁 （（1（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ B四五オ 文五峰山水合冊題箋 （（（（ 楊松 江蘇蘇州
（（（ B四五オ 文五峰山水合冊跋 明 楊廷樞 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ B四六オ （倣査士標） （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（（ B四六オ 山水（倣倪瓚） 履泰
（（（ B四六オ （（世紀 小曽根乾堂▲ （（（（–（（（（ 長崎
（（（ C六ウ 烹茶図 （（（（ 沈周 （（（（–（（1（ 江蘇蘇州
（（1 C八オ 梅 明 楊補 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ C八オ 楊補梅図跋 （（（（ 金俊明 （（1（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ C九オ 元銓
（（（ C九オ 張從先
（（（ C九ウ ◎ 清 僧普澤 上海

（（（ C十オ 清、（（世紀 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C一一ウ 花卉 ◎ （（世紀 李因 （（（（–（（（（ 浙江海寧
（（（ C一一ウ 李因花卉図跋 （（世紀 葛徵奇 ？–（（（（ 浙江海寧
（（（ C一二ウ （呉鎮筆意） （（（（ 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（（（ C一五ウ 清、（（世紀 王宸 （（（1–（（（（ 江蘇太倉

（（1 C一五ウ 清、（（世紀 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C一六オ 花卉 （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C一七オ 竹石双清 ◯ 明 倪元璐 （（（（–（（（（ 浙江上虞
（（（ C一九オ 山水 （（1（ 王紱 （（（（–（（（（ 江蘇無錫
（（（ C一九ウ 清 胡湄 浙江平湖
（（（ C二〇オ 山水（倣米芾） ◎ 清、（（世紀 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖

（（（ C二二オ 山水 〇 （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C二二ウ （（（（ □□□□

（（（ C二三ウ 竹 〇 （（（（ 帰昌世 （（（（–（（（（ 江蘇崑山／江蘇
常熟

（（（ C二四オ 梅 （（（（ 鉄翁▲ （（（（–（（（（ 長崎
（（1 C二四ウ 山水（王翬意） 〇 （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（（ C二八オ 書 （（（（ 木庵● （（（（–（（（（ 福建晋江
（（（ C三十オ 山水 清 費晴湖● ［安永頃–（（（（］ 浙江湖州
（（（ C三一オ 清、（（–（（世紀 秦漣か 江蘇南京
（（（ C三一オ 明、（（世紀 僧徳祥 浙江杭州
（（（ C三一ウ 清、（（世紀 金俊明 （（1（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ C三一ウ 花卉か 明 王穀祥か （（1（–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ C三一ウ 花卉か 清 惲冰 江蘇常州

（（（ C三一ウ 書 （（（（ 林雲逵● （（（（–？
［（（（（–明治（1年代］ 広東四会県

（（（ C三四オ 山水（倣倪瓚） 〇 清 方璜 浙江餘姚
（（1 C三五オ 山水 元 倪瓚 （（1（–（（（（ 江蘇無錫
（（（ C三五ウ 菊 ◯ （（（（ 楊晋 （（（（–（（（（ 江蘇常熟

（付録つづき）
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地
（（（ C三五ウ 樹石 ◯ 清 楊晋 （（（（–（（（（ 江蘇常熟
（（（ C三七ウ 松林泉山水 （（（（ 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（（（ C三七ウ （（1（ 宋旭 （（（（–？ 浙江嘉興
（（（ C三七ウ 題 姚弘道
（（（ C三八ウ 山水 明 惲道生 （（（（–（（（（ 江蘇常州

（（（ C三八ウ 山水（趙孟頫意） （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C四〇ウ 山水（天平幽境） ◯ （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C四四ウ 明 倪元璐 （（（（–（（（（ 浙江上虞
（（1 C四六オ 山水 （（（（ 王槩 浙江嘉興
（（（ C四六ウ 竹石 ◯ 清 周芷岩 （（（（？–（（（（ 上海嘉定
（（（ C四七オ 詩画 （（（（ 跡見花蹊▲ （（（1–（（（（ 大阪

（（（ C四八オ （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C四八ウ 倣古山水画帖（撫古十
二幀） ◯ （（（（ 呉歷 （（（（–（（（（ 江蘇常熟

（（（ C五一ウ （（（（ 鉄翁▲ （（（（–（（（（ 長崎
（（（ C五二オ 蘭石 清 郭尚先 （（（（–（（（（ 福建莆田
（（（ C五二オ 明 程達 安徽歙縣
（（（ C五二オ 明 程達 安徽歙縣
（（（ C五二ウ 倣王維雪裏芭蕉図 鉄門
（（1 C五三オ （（（（ 華喦 （（（（–（（（（

（（（ C五三ウ 書か 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ C五四ウ 汪栄
（（（ C五七オ （呉鎮法） 清 劉躍雲 （（（（–（（1（ 江蘇常州

（（（ C五七オ （（1（ 夏翬 江蘇崑山／江蘇
蘇州

（（（ C五七オ 珊洲三兄
（（（ C五七オ 清か 李良 江蘇蘇州
（（（ C五七ウ 蘭石 ◯ 清 銭朝鼎 江蘇常熟
（（（ D一オ 杏江鴻謨
（（（ D一オ 菊か 明、（（世紀 倪元璐 （（（（–（（（（ 浙江上虞
（（1 D四ウ 山水画識五則 清 呉歷 （（（（–（（（（ 江蘇常熟

（（（ D五ウ～七
オ 山水画帖（撫古十二幀） ◎ 清 呉歷 （（（（–（（（（ 江蘇常熟

（（（ D七ウ 山水 〇 清 石濤 （（（（–（（1（ 広西桂林／湖北
武昌

（（（ D八オ （（（（ 程嘉燧 （（（（–（（（（ 安徽休寧
（（（ D八ウ （倣元大家筆意） 白嶽山人汪□
（（（ D八ウ 蘭 清 李襄 江蘇揚州
（（（ D九オ 清 惲寿平 （（（（–（（（1 江蘇常州

（（（ D九ウ 清、（（世紀 鄭燮 （（（（–（（（（ 江蘇興化／江蘇
揚州

（（（ D九ウ 云根四秀 明 唐寅 （（（1–（（（（ 江蘇蘇州
（（（ D一五ウ 竹石 ◯ 清 周芷岩 （（（（？–（（（（ 上海嘉定
（（1 D一六ウ 山水か（程正揆意） （（（（ 畢涵 （（（（–（（1（ 江蘇常州

（（（ D一七オ 山水 （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ D一七オ 清 曹玌 江蘇常熟

（（（ D一七ウ （（（（ 王槩 （（（（–（（1（ 浙江嘉興／江蘇
南京

（（（ D一七ウ （呉鎮法） 清 劉躍雲 （（（（–（（1（ 江蘇常州
（（（ D一七ウ 清 董誥 （（（1–（（（（ 浙江富陽

（（（ D一七ウ 清 沈宗騫 乾隆・嘉慶（（（（（– 
（（（1）頃 浙江湖州

（（（ D一七ウ 清、（（世紀 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興
（（（ D一七ウ 清 胡節 江蘇太倉

（付録つづき）
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位置 作品内容 縮図 作品年代 作者 生卒［来朝時期］ 出身／居住地
（（（ D一七ウ 清 方璜 浙江餘姚
（11 D一七ウ 清、（（世紀 徐枋 （（（（–（（（（ 江蘇蘇州
（1（ D一八オ （（1（か 李景黄
（1（ D一八ウ 歲寒益友 〇 （（（（ 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興
（1（ D一九オ 喬松益壽図 〇 清、（（世紀 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興
（1（ D一九ウ 明 徐渭 （（（（–（（（（ 浙江紹興
（1（ D二〇オ 蘭 陳墀
（1（ D二一ウ 山水 ◎ 清 許尚遠 安徽黟県
（1（ D二二オ 花か 清 董誥 （（（1–（（（（ 浙江富陽
（1（ D二二ウ 〇 清、（（世紀 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（1（ D二三オ ◎ （（（（か 羅牧 （（（（–（（1（ 江西寧都
（（1 D二三ウ 清 王瓖 江蘇塩城
（（（ D二四オ （（（（ 顧偉器 乾隆（（（（（–（（（（）頃 上海
（（（ D二四オ 題跋 （（（（ 白鎔 （（（（–（（（（ 北京通州
（（（ D二四オ 書 （（（（ 金爾珍 （（（1–（（（（ 浙江嘉興
（（（ D二六オ 古木寒鴉図 （（（（ 沈周 （（（（–（（1（ 江蘇蘇州
（（（ D二六オ 古木寒鴉図題 （（（（ 周天球 （（（（–（（（（ 江蘇太倉
（（（ D二六オ （董其昌意） 李鈺
（（（ D二六ウ 四君子画帖か（六図） 〇 清、（（世紀 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦
（（（ D二七オ 歲寒図、臨文徵明 陸燦 江蘇太倉
（（（ D二七オ （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（1 D二七ウ 山水（長松古嶽図） 〇 （（（1 祁豸佳 （（（（–（（（（ 浙江紹興

（（（ D二八オ 山水 〇 （（1（ 江稼圃● （（（（–（（（（
［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ D二八ウ 書 （（（（ 銭子琴● （（（（–（（（（
［幕末–（（（（］ 江蘇無錫

（（（ D三一オ 山水（倣高克恭） （（（1 沈宗敬 （（（（–（（（（ 上海華亭

（（（ D三二オ～
三四オ 蘭（画帖か） 〇 陳墀

（（（ D三四ウ 竹か （（（1 方孝儒 （（（（–（（1（ 浙江海寧

（（（ D三五オ （（（（ 鄭燮 （（（（–（（（（ 江蘇興化／江蘇
揚州

（（（ D三六オ （（（（ 僧文石 （（（（–？ 上海松江
（（（ D三六オ （（（（ 沈周 （（（（–（（1（

（（（ D 三六オ、
三七ウ 山水画帖か（四図） 〇 蒲獻

（（1 D三八オ～
三九オ 書十二点（屏風か） 清、（（世紀 江稼圃● （（（（–（（（（

［（（1（–文政頃］ 江蘇蘇州

（（（ D三九ウ～
四〇ウ 合作雑画帖 〇 （（（（ 王克三● ［（（（（–（（（（］ 浙江乍浦

（（（ D三九ウ～
四〇ウ 合作雑画帖 〇 （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖

（（（ D四〇ウ （倣周之冕） 張摘
（（（ D四一オ （（（（ 宋士良
（（（ D四二ウ （（（（ 鉄翁▲ （（（（–（（（（ 長崎
（（（ D四三ウ 山水（師王蒙） （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖
（（（ D四二ウ 蘭 柌谷子

（（（ D四四オ 清、（（世紀 査士標 （（（（–（（（（ 安徽休寧／江蘇
揚州

（（（ D四四オ 清、（（世紀 査士標 （（（（–（（（（ 安徽休寧／江蘇
揚州

（（1 D四三オ 元 古林清茂

（（（ D四五オ～
四六ウ 山水雑画帖 〇 （（（（ 徐雨亭● （（（（–？ ［（（（（–（（（（］浙江平湖

（（（ D四七オ 蘭（画帖か） 〇 （（11 夏翬 江蘇崑山
（（（ D四七ウ 山水（黄公望意） 明 唐志契 （（（（–（（（（ 江蘇揚州
（（（ D四八オ 山水 〇 （（（（ 張瑞図 （（（1–（（（（ 福建晋江

（付録つづき）




